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(57)【要約】
少なくとも１つの生理学的センサと、デジタルプロセッ
サとを備える、健康モニタパッチは、対象の皮膚に接着
されるように構成される。健康モニタパッチはさらに、
加速度計を含んでもよく、心電波形、対象によって行わ
れる活動、および対象の身体配向を検出してもよい。健
康モニタパッチは、使い捨てであり、いくつかの実施形
態では、外来患者モニタリングのために使用されてもよ
い。雑音消去およびリール・ツー・リール製造の側面も
また、説明される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の皮膚に接着されるように構成された健康モニタパッチであって、前記健康モニタ
パッチは、
　２つの信号を前記対象の皮膚上の２つの場所から受信するように構成された２つのモニ
タ電極を備える、心臓センサと、
　前記２つの場所と別個の場所において前記対象の皮膚から信号を受信するように構成さ
れた雑音電極と、
　前記２つのモニタ電極からの信号を処理するように構成されたプロセッサと
　を備える、健康モニタパッチ。
【請求項２】
　前記雑音電極は、前記２つの場所間の場所において前記信号を前記対象の皮膚から受信
するように構成されている、請求項１に記載の健康モニタパッチ。
【請求項３】
　前記雑音電極に接続された伝導性遮蔽体をさらに備え、前記伝導性遮蔽体は、前記２つ
のモニタ電極と前記プロセッサとの間に接続される２つの導体の少なくとも一部にわたっ
て延在する、請求項２に記載の健康モニタパッチ。
【請求項４】
　前記伝導性遮蔽体および２つの導体は、前記雑音電極によって検出された雑音が前記伝
導性遮蔽体から前記２つの導体に結合するように配列されている、請求項３に記載の健康
モニタパッチ。
【請求項５】
　入力信号を前記２つのモニタ電極から受信し、心電波形を表す出力信号を提供するよう
に構成されている、差動増幅器をさらに備える、請求項１から４のいずれか１項に記載の
健康モニタパッチ。
【請求項６】
　前記プロセッサは、印刷回路基板（ＰＣＢ）アセンブリ上に配置され、前記伝導性遮蔽
体は、前記ＰＣＢアセンブリにわたって延在する静電放電（ＥＳＤ）遮蔽体を備える、請
求項３または４に記載の健康モニタパッチ。
【請求項７】
　前記健康モニタパッチは、可撓性ストリップとして形成され、前記ＥＳＤ遮蔽体は、伝
導性ポリマーフィルムを備える、請求項６に記載の健康モニタパッチ。
【請求項８】
　前記プロセッサを囲繞するシリコーンケーシングをさらに備え、前記２つのモニタ電極
および雑音電極は、前記シリコーンケーシングの表面に、伝導性材料が注入された伝導性
シリコーン領域を備える、請求項１から４のいずれか１項に記載の健康モニタパッチ。
【請求項９】
　交換可能電極ストリップをさらに備え、前記交換可能電極ストリップは、前記表面に接
着され、前記２つのモニタ電極と前記交換可能電極ストリップ上に位置する２つのヒドロ
ゲルモニタ電極との間および前記雑音電極とヒドロゲル雑音電極との間に電気接続を提供
するように構成されている、請求項８に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１０】
　前記ヒドロゲル雑音電極は、前記２つのヒドロゲルモニタ電極間の前記交換可能電極ス
トリップ上に位置する、請求項９に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１１】
　前記交換可能電極ストリップは、前記２つのモニタ電極のうちの１つに接着し、前記２
つのヒドロゲルモニタ電極のうちの１つに電気接続を提供するように構成されている、伝
導性接着性ディスクを備える、請求項９に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１２】
　前記交換可能電極ストリップは、
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　前記２つのヒドロゲルモニタ電極および前記ヒドロゲル雑音電極のための第１のビアを
有する、パッチ接着層と、
　前記２つのヒドロゲルモニタ電極および前記ヒドロゲル雑音電極のための第２のビアを
有する、皮膚接着層と、
　前記第１および第２のビアに位置する、ヒドロゲル電極アセンブリと
　を備える、請求項９に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１３】
　前記ヒドロゲル電極アセンブリは、
　伝導性接着性テープから形成された伝導性接着性ディスクと、
　可撓性伝導性ポリマーフィルムから形成され、前記伝導性接着性ディスクに接続されて
いる、伝導性ディスクと、
　前記伝導性ディスクに接触するヒドロゲル電極と
　を備える、請求項１２に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１４】
　ともに接着され、前記健康モニタパッチを形成する、複数の可撓性および可撓性接着性
レベルをさらに備え、前記２つのモニタ電極および雑音電極は、ヒドロゲル電極を備える
、請求項１から４のいずれか１項に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１５】
　前記レベルのうちの第１のものは、
　伝導性接着性テープから形成され、前記２つのモニタ電極のうちの第１のものおよび前
記プロセッサが配置されている印刷回路基板（ＰＣＢ）アセンブリにおける第１の信号入
力に電気的に接続するように配列されている、第１の接着性要素と、
　伝導性接着性テープから形成され、前記２つのモニタ電極のうちの第２のものおよび前
記ＰＣＢアセンブリにおける第２の信号入力に電気的に接続するように配列されている、
第２の接着性要素と
　を備える、請求項１４に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１６】
　前記レベルのうちの第２のものは、前記第１の接着性要素および前記第２の接着性要素
にわたって延在する、ＥＳＤ遮蔽体を備える、請求項１５に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１７】
　伝導性接着性テープから形成され、前記雑音電極および前記ＥＳＤ遮蔽体に電気的に接
続するように配列されている、第３の接着性要素をさらに備える、請求項１６に記載の健
康モニタパッチ。
【請求項１８】
　前記第１の接着性要素および前記第２の接着性要素は、第１の側の導体に接着し、かつ
第２の対向側の絶縁層に接着する、請求項１５に記載の健康モニタパッチ。
【請求項１９】
　加速度計および／またはジャイロスコープをさらに備え、前記プロセッサは、前記加速
度計および／またはジャイロスコープからの信号を処理し、前記対象の身体配向を判定す
るように構成されている、請求項１から４のいずれか１項に記載の健康モニタパッチ。
【請求項２０】
　装着可能健康モニタパッチを用いて心電波形を検出するための方法であって、前記方法
は、
　前記健康モニタパッチの２つのモニタ電極において２つの電気信号を受信することであ
って、前記２つのモニタ電極は、対象の皮膚に接触し、ある距離だけ分離されている、こ
とと、
　電気信号を前記２つのモニタ電極から２つの伝導性経路にわたって前記健康モニタパッ
チ内に搭載された電子回路の２つの信号入力に伝導させることと、
　前記２つのモニタ電極と別個の場所において前記対象の皮膚に接触する雑音電極から電
気信号を受信することと、
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　前記電気信号を前記雑音電極から、前記２つの伝導性経路の少なくとも一部にわたって
延在する伝導性遮蔽体に伝導させることと
　を含む、方法。
【請求項２１】
　前記雑音電極は、前記２つのモニタ電極間の場所において前記対象の皮膚に接触するよ
うに配列されている、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記２つの伝導性経路は、少なくとも部分的に、伝導性接着性テープから形成されてい
る、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記健康モニタパッチは、ともに接着されている、複数の可撓性および可撓性接着性レ
ベルを備え、前記２つのモニタ電極および前記雑音電極は、ヒドロゲル電極を備える、請
求項２０から２２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　電気信号を前記２つのモニタ電極から伝導させることは、前記電気信号を部分的に伝導
性の注入されたシリコーンを通して伝導させることを含む、請求項２０から２２のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項２５】
　信号を前記伝導性遮蔽体から前記２つの伝導性経路に結合することをさらに含む、請求
項２０から２２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記２つのモニタ電極からの前記２つの電気信号を差動増幅器の入力において受信する
ことをさらに含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって前記差動増幅器からの信号を処理し、心拍
数変動性を判定することをさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって前記差動増幅器からの信号を処理し、呼吸
数を判定することをさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって、前記健康モニタパッチ内に搭載された加
速度計から受信された信号を処理し、前記対象の身体配向を判定することをさらに含む、
請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって、前記健康モニタパッチ内に搭載された加
速度計から受信された信号を処理し、前記対象によって行われる活動のタイプを判定する
ことをさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（分野）
　本技術は、対象の生理学的パラメータ（心拍数、心拍数変動性、呼吸数等）および／ま
たは対象によって行われる物理的活動をモニタリングするように構成される、装着可能デ
バイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　（背景）
　現在、ユーザによって装着され、ユーザによって行われる物理的活動をモニタリングす
ることができる、小型感知デバイスが、存在する。実施例として、ＦｉｔＬｉｎｘｘ（登
録商標）ＡｃｔｉＰｅｄ＋（ＦｉｔＬｉｎｘｘ（Ｓｈｅｌｔｏｎ，ＣＴ，ＵＳＡ）から利
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用可能）は、靴に挟み、ユーザによるウォーキングおよびランニング活動をモニタリング
するために使用されることができる、小型デバイスである。ユーザが歩くまたは走ると、
オンボード加速度計が、データを出力し、これは、コンピュータシステムへの後続伝送の
ためにデバイス上に記憶される。コンピュータシステムは、データを分析し、活動タイプ
を判定し、種々の活動パラメータ（例えば、活動の持続時間、合計歩数、進行距離、およ
び燃焼カロリー）を計算することができる。データ分析の結果は、ユーザがその活動の詳
細を精査し得るように、コンピュータのディスプレイ上に提示され得る。結果は、ユーザ
が、エクササイズ計画の記録を維持し、エクササイズ目標に対して進度を追跡することが
できるように、またはデータが、医療従事者によって、病気または傷害からの回復を追跡
するために使用され得るように、記憶され得る。他の現代の活動モニタも、可変正確度を
伴う、類似機能を果たす。
【０００３】
　大部分の活動モニタは、対象の衣類に取り付けられる、または対象の四肢にストラップ
留めされるように構成される。例えば、いくつかの活動モニタは、衣類にクリップ留めさ
れる、または靴上もしくはその紐にクリップ留めされるように構成され得る。衣類に取り
付ける活動モニタは、概して、対象の生理学的パラメータを感知するように適合されない
。対象の手首または足首上に装着され得る、いくつかの活動モニタは、心拍数を感知する
ように適合され得るが、これらのモニタは、概して、心電波形の詳細を測定し、心拍数変
動性（ＨＲＶ）または不整脈等の心臓異常等の情報を得ることができない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　（例示的実施形態の要約）
　心臓の近傍の対象の皮膚に接着されることができる、接着性健康モニタパッチが、説明
される。いくつかの実施形態では、健康モニタパッチは、可撓性かつ防水のストリップを
備え、長時間にわたって装着されるように設計される。ストリップ上の２つのモニタリン
グ電極が、対象の皮膚に接触し、心電波形データを収集するために使用されてもよい。少
なくとも第３の電極が、電気雑音を抑制し、健康モニタパッチによって収集されるデータ
の品質を改良するために含まれてもよい。心電波形データは、心拍数、心拍数変動性、消
費カロリー、安静時心拍数、トレーニング後の回復、呼吸数等、対象の種々の生理学的パ
ラメータを判定するために分析されてもよい。健康モニタパッチはさらに、加速データが
、分析され、対象の運動と関連付けられたパラメータ（例えば、対象の身体配向、対象に
よって行われる活動のタイプ、対象によって行われる活動の強度等）を判定し得る、加速
度計を含んでもよい。
【０００５】
　健康モニタパッチのいくつかの実施形態は、健康モニタパッチの電気構成要素を格納し
得る、可撓性ストリップアセンブリと、可撓性ストリップアセンブリに接着する、交換可
能電極ストリップとを備えてもよい。交換可能電極ストリップは、対象と可撓性ストリッ
プアセンブリとの間の交換可能接着および電気接続を提供してもよい。健康モニタパッチ
の他の実施形態は、電子機器と、対象の皮膚に取り付けるための接着性層とを含む、単回
使用の使い捨てストリップであってもよい。使い捨て健康モニタパッチは、外来患者健康
モニタリングのため等、単回使用用途に好適な低コストデバイスであってもよい。
【０００６】
　健康モニタパッチは、加速度計と、プロセッサと、例えば、米国特許出願公開第２０１
５－０１１９７２８号および米国特許出願公開第２０１３－０２１７９７９号（その開示
は、上記に参照することによってその全体として組み込まれる）に説明されるように、種
々の異なる機能およびデータ分析を行うように健康モニタパッチを適合する、機械可読命
令とを含んでもよい。
【０００７】
　いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチは、２つの信号を対象の皮膚上の２つ
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の場所から受信するように構成される、２つのモニタ電極を備える、心臓センサを備えて
もよい。健康モニタパッチはさらに、２つのモニタ電極の２つの場所と別個の場所におい
て対象の皮膚から信号を受信するように構成される、雑音電極を含んでもよい。健康モニ
タパッチはさらに、２つのモニタ電極からの信号を処理するように構成される、プロセッ
サを備える、電子アセンブリを含んでもよい。
【０００８】
　いくつかの実施形態は、健康モニタパッチを動作させるための方法に関する。いくつか
の動作の方法は、健康モニタパッチの２つのモニタ電極において２つの電気信号を受信す
る作用であって、２つのモニタ電極は、対象の皮膚に接触し、ある距離だけ分離される、
作用と、電気信号を２つのモニタ電極から２つの伝導性経路にわたって健康モニタパッチ
内に搭載される電子回路の２つの信号入力に伝導させる作用と、対象の皮膚に接触し、２
つのモニタ電極間に位置する、雑音電極から電気信号を受信する作用と、２つの伝導性経
路にわたって少なくとも部分的に延在する、ＥＳＤ遮蔽体等の伝導性遮蔽体に、雑音電極
から電気信号を伝導させる作用とを含んでもよい。伝導性遮蔽体はまた、電子回路にわた
って延在してもよい。
【０００９】
　本教示の前述および他の側面、実施形態、ならびに特徴は、付随の図面と併せて、以下
の説明からより完全に理解され得る。
【００１０】
　当業者は、本明細書に説明される図が、例証目的にすぎないことを理解するであろう。
いくつかの事例では、本発明の種々の側面は、本発明の理解を促進するために誇張または
拡大されて示され得ることを理解されたい。図面中、同一参照文字は、概して、種々の図
全体を通して、同一特徴、機能的類似、および／または構造的類似要素を指す。図面は、
必ずしも、正確な縮尺ではなく、代わりに、本教示の原理の例証に強調が置かれる。図面
は、本教示の範囲をいかようにも限定することを意図するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１Ａ】図１Ａは、いくつかの実施形態による、健康モニタパッチの平面図を描写する
。
【図１Ｂ】図１Ｂは、いくつかの実施形態による、健康モニタパッチの立面図を描写する
。
【図１Ｃ】図１Ｃは、いくつかの実施形態による、健康モニタパッチの下面図を描写する
。
【図２Ａ】図２Ａは、いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチの平面図を
描写する。
【図２Ｂ】図２Ｂは、いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチの立面図を
描写する。
【図２Ｃ】図２Ｃは、いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチの下面図を
描写する。
【図３】図３は、いくつかの実施形態による、健康モニタパッチ内に含まれ得る、電子構
成要素を図示する。
【図４】図４は、いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチの分解図を描写
する。
【図５】図５は、いくつかの実施形態による、健康モニタパッチの回路内の雑音抑制構成
および伝導性接着剤を図示する。
【図６】図６は、いくつかの実施形態による、可撓性ストリップアセンブリ内に注入され
た導体を図示する。
【図７Ａ】図７Ａは、いくつかの実施形態による、交換可能電極ストリップのための構成
要素の分解図を描写する。
【図７Ｂ】図７Ｂは、いくつかの実施形態による、交換可能電極ストリップの断面を描写
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する。
【図８】図８は、心電波形を図示する。
【図９】図９は、健康モニタパッチを用いて得られる心電波形を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の特徴および利点は、図面と関連して検討されることによって、以下に記載され
る発明を実施するための形態からより明白となるであろう。
【００１３】
　（例示的実施形態の詳細な説明）
　健康モニタパッチ１００の例示的実施形態が、図１Ａに描写される。いくつかの実施形
態によると、健康モニタパッチは、可撓性材料から形成され、人の皮膚に接着するように
構成されてもよい。健康モニタパッチは、対象の運動および／または活動を感知するため
の少なくとも１つの加速度計を含んでもよい、および／または電極は、１つ以上のレーザ
、１つ以上の発光ダイオード、１つ以上のフォトダイオード、１つ以上の温度センサ、な
らびに／もしくは対象の１つ以上の生理学的パラメータを感知するための他のセンサを含
んでもよい。本発明者らは、対象の皮膚に直接接触し得る電極および／または他のセンサ
を有する、可撓性パッチタイプデバイスが、従来の万歩計（登録商標）が提供することが
不可能であり得る、対象の生体物理学的パラメータ（心電波形、体温、呼吸数、血中酸素
レベル、血糖値レベル等）についてのより正確な情報を提供することができると認識およ
び理解する。信頼性のある心電波形信号を得るために、そのようなパッチデバイスは、好
ましくは、対象の心臓の近傍に位置し、ある距離だけ離間された２つ以上の電極を含む。
故に、健康モニタパッチは、好ましくは、その感知電極が対象が移動するにつれて対象の
皮膚と接触したままであることができるように、可撓性である。
【００１４】
　本発明者らはまた、対象の胴体に取り付けられる健康モニタパッチが、対象の手首また
は足首にストラップ留めする従来の活動モニタより信頼性のある対象の位置についての情
報（横臥位、座位、立位）を提供することができると認識および理解する。胴体配向は、
対象が行っている活動のタイプを識別する（例えば、漕艇とサイクリングまたはサイクリ
ングとランニングを区別する）または対象の安静時状態を識別するときに有用であり得る
。胴体配向はまた、患者をモニタリングするときにも有用であり得る。例えば、患者が横
臥位位置から垂直および／または歩行配向に変化したことを示すデータに付随する心拍数
の増加は、懸念がないであろう一方、患者が横臥位位置のままである間の心拍数の増加は
、介護者の注意を要求し得る。
【００１５】
　本発明者らはさらに、いくつかの実施形態による防水健康モニタパッチおよびいくつか
の実施形態による低コスト使い捨て健康モニタパッチを提供する、構造、回路、プロセス
、および材料の組み合わせを考案した。健康モニタパッチのさらなる詳細は、以下に説明
される。
【００１６】
　再び図１Ａを参照すると、健康モニタパッチ１００は、第１の端部領域１１０ａと、第
２の端部領域１１０ｂとを含んでもよい。健康モニタパッチは、開放中心１２０を有する
場合がある、またはそうではない場合もある、可撓性ストリップアセンブリ１０５を備え
てもよい。開放中心を含む実施形態に関して、１つ以上の可撓性リブ１０７が、第１の端
部領域１１０ａおよび第２の端部領域１１０ｂを接続してもよい。開放中心１２０を有し
ていない実施形態に関して、可撓性ストリップアセンブリ１０５の中心部分は、薄い、ま
たは別様に、第１の端部領域と第２の端部領域との間の可撓性屈曲および捻転を提供する
ように構成されてもよい。健康モニタパッチ１００の幅Ｗは、いくつかの実施形態による
と、約１０ｍｍ～約５０ｍｍであってもよい。
【００１７】
　健康モニタパッチ１００の立面図が、図１Ｂに描写される。いくつかの実施形態では、
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健康モニタパッチは、図面に示されるように、拡大ローブを端部領域１１０ａ、１１０ｂ
に備えてもよい。健康モニタパッチの電子機器は、ローブ内に格納されてもよい。健康モ
ニタパッチ１００の全長Ｌは、約５０ｍｍ～約１５０ｍｍであってもよい。健康モニタパ
ッチの高さＨは、約３ｍｍ～約１０ｍｍであってもよい。可撓性ストリップアセンブリは
、限定ではないが、シリコーン等の可撓性ポリマーを備えてもよい。
【００１８】
　いくつかの実施形態によると、交換可能電極ストリップ１５０は、図１Ｂに描写される
ように、健康モニタパッチ１００の下側表面に一時的に接着されてもよい。交換可能電極
ストリップは、可撓性ストリップアセンブリと対象の皮膚との間の接着、電気接続、およ
び防水シールを提供してもよい。交換可能電極ストリップは、可撓性ストリップアセンブ
リ１０５の下側表面から剥離され、新しい交換可能電極ストリップ１５０と交換されても
よい。例えば、ユーザは、ある時間周期（例えば、１日もしくは数日、数週間、またはそ
れを上回る時間）にわたって、健康モニタパッチ１００をその皮膚に接着し、次いで、健
康モニタパッチを除去し、交換可能電極ストリップ１５０を交換し、次いで、活動および
生理学的パラメータの継続モニタリングのために、健康モニタパッチをその皮膚に再接着
してもよい。
【００１９】
　いくつかの実施形態による、交換可能電極ストリップ１５０を有する、健康モニタパッ
チの底部側または皮膚側図が、図１Ｃに図示される。交換可能電極ストリップは、対象の
皮膚に接着するように構成される、接着表面１５２を含んでもよい。交換可能電極ストリ
ップは、電気接触を対象の皮膚に提供し、可撓性ストリップアセンブリ１０５の内側の電
子回路網と電気的に接続する、２つ以上の電極１６０ａ、１６０ｂを備えてもよい。いく
つかの実施形態では、第１のモニタ電極１６０ａは、交換可能電極ストリップ１５０の第
１の端部に位置し、第２のモニタ電極１６０ｂは、交換可能電極ストリップの第２の端部
に位置する。第１のモニタ電極と第２のモニタ電極との間の距離Ｄは、約５０ｍｍ～約９
０ｍｍであってもよい。第１のモニタ電極１６０ａおよび第２のモニタ電極１６０ｂは、
いくつかの実施形態では、ヒドロゲル電極を備えてもよい、または対象の皮膚に接触する
ための他の可撓性電極を備えてもよい。交換可能電極ストリップ１５０の幅は、いくつか
の実施形態によると、約１０ｍｍ～約５０ｍｍであってもよい。
【００２０】
　ある場合には、１つ以上の雑音電極１７０が、第１のモニタ電極１６０ａおよび第２の
モニタ電極１６０ｂと別個に位置してもよい。示されるように、いくつかの実施形態では
、雑音電極１７０が、モニタ電極１６０ａ、１６０ｂ間に位置してもよい。雑音電極はま
た、ヒドロゲル電極または他の可撓性電極を備えてもよい。いくつかの実装に関して、雑
音電極１７０は、第１のモニタ電極と第２のモニタ電極との間のほぼ中間に位置してもよ
い。他の実施形態では、１つ以上の雑音電極は、第１のモニタ電極および第２のモニタ電
極の一方もしくは他方のより近くに、またはストリップ１５０上の他の場所に設置されて
もよい。雑音電極は、電気接触を対象の皮膚に提供し、さらに、可撓性ストリップアセン
ブリ１０５内の雑音消去回路網に電気的に接続してもよい。
【００２１】
　健康モニタパッチの第２の実施形態は、図２Ａに描写される。示されるように、いくつ
かの実施形態では、使い捨て健康モニタパッチ２００は、第１の端部領域２１０ａと、第
２および領域２１０ｂとを含む、可撓性ストリップアセンブリ２０５を備えてもよい。使
い捨て健康モニタパッチ２００の長さＬおよび幅Ｗは、図１Ａに関連して上記に説明され
る健康モニタパッチ１００のためのほぼ同一の対応する寸法であってもよい。図２Ｂを参
照すると、使い捨て健康モニタパッチ２００は、より薄い外形と、約２ｍｍ～約８ｍｍの
高さとを有してもよい。可撓性ストリップアセンブリ２０５は、その長さに沿って高さが
より均一であって、材料の複数の可撓性層から形成されてもよい。いくつかの実施形態で
は、デバイスの電子機器（例えば、ＰＣＢアセンブリおよびバッテリ）を収容する、張り
出した端部領域２１０ａ、２１０ｂを含んでもよい。
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【００２２】
　使い捨て健康モニタパッチ２００は、交換可能電極ストリップ１５０を有していなくて
もよいが、接着表面２５２を含んでもよい。使い捨て健康モニタパッチ２００は、対象の
皮膚への使い捨て健康モニタパッチの接着の直前に除去され得る、接着表面２５２にわた
って位置する、剥離ライナ（図７Ａに示される）を有してもよい。使い捨て健康モニタパ
ッチは、約１日～約１４日にわたって対象上で動作し、次いで、除去および廃棄されても
よい。
【００２３】
　いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチ２００の接着表面２５２の平面
図は、図２Ｃに描写される。接着表面２５２は、第１のモニタ電極２６０ａと、第２のモ
ニタ電極２６０ｂとを収容してもよい。モニタ電極は、いくつかの実装によると、約５０
ｍｍ～約９０ｍｍの距離だけ分離されてもよい。モニタ電極間または接着表面２５２上の
ある他の場所に、１つ以上の雑音電極２７０があってもよい。モニタ電極は、患者の皮膚
と、使い捨て健康モニタパッチ内の感知およびデータ分析回路網とに電気接続を提供して
もよい。１つ以上の雑音電極は、対象の皮膚と、使い捨て健康モニタパッチ２００内の雑
音消去回路網とに電気接続を提供してもよい。いくつかの実施形態では、放射光が１つ以
上の発光デバイス２８６（例えば、レーザ、ＬＥＤ）から通過するために、かつ後方散乱
光が１つ以上のフォトダイオード２８７に通過するために、接着表面２５２を通して１つ
以上の開口部があってもよい。
【００２４】
　動作時、健康モニタパッチは、生理学的データ（例えば、心臓データ、温度データ、血
中酸素データ等）および／または運動データ（例えば、加速度計データ）をそのセンサの
うちの１つ以上から収集してもよい。いくつかの実施形態では、データのうちのいくつか
は、健康モニタパッチのオンボードプロセッサによって処理または事前処理されてもよい
。いくつかの実装では、収集されたデータは、収集されたデータを処理し得る、遠隔デバ
イス（例えば、スマートフォン、ラップトップ、タブレット、コンピュータ等）にオフロ
ードされてもよい。健康モニタパッチ上に蓄積されたデータは、無線接続を介してダウン
ロードされてもよい。データ処理およびデータ転送の実施例は、米国特許出願公開第２０
１５－０１１９７２８号（上記に参照することによって組み込まれる）にさらに詳細に説
明される。
【００２５】
　図３は、いくつかの実施形態による、健康モニタパッチ内に実装され得る、いくつかの
構成要素および例示的回路３００を描写する。示されるように、健康モニタパッチの回路
網は、例えば、加速度計３３０、デジタルプロセッサ３１０、メモリ３２０、および送受
信機３４０のうちの１つ以上への電力送達を提供および管理する、電源３０５（例えば、
少なくとも１つのバッテリまたはエネルギー回収チップならびにウェイクアップおよび電
力管理回路３５０）を備えてもよい。プロセッサ３１０は、ウェイクアップ回路、加速度
計、メモリ、および送受信機のうちの１つ以上に結合されてもよい。電源３０５および／
またはプロセッサ３１０は、１つ以上の生理学的センサ３５４等の付加的構成要素に結合
されてもよい。
【００２６】
　用語「デジタルプロセッサ」または「プロセッサ」は、本明細書で使用されるように、
少なくとも１つのマイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（ＦＰＧＡ）、またはデータ処理論理回路網を指し得る。「デジタルプロセッサ」また
は「プロセッサ」はまた、特定のデータ処理デバイスの１つ以上を含む、前述のデジタル
処理デバイスの任意の組み合わせを指すために使用されてもよい。
【００２７】
　プロセッサは、健康モニタパッチ上の１つ以上のセンサ（例えば、加速度計３３０およ
び／または１つ以上の生理学的センサ３５４）からのデータを受信および処理するように
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構成されてもよい。プロセッサ３１０はさらに、データをメモリ３２０から読み取り、そ
こに書き込み、データを送受信機３４０に送信し、そこから受信するように構成されても
よい。ウェイクアップ回路３５０は、いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチが
非使用時、それを感知し、それに応答して、内部回路３００の電力消費を減少させるよう
に適合されてもよい。ウェイクアップ回路はさらに、健康モニタパッチが使用時、それを
感知し、それに応答して、内部回路３００の１つ以上の要素をアクティブ化するように適
合されてもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、プロセッサ３１０は、例えば、スリープモード動作では、低
電力を引き出すように構成され、アクティブ化されると、数百万個の命令／秒（ＭＩＰＳ
）を動作させることが可能である、低電力８ビットプロセッサを備えてもよい。好適なプ
ロセッサの一実施例は、Ｓｉｌｉｃｏｎ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．（Ａｕｓ
ｔｉｎ，Ｔｅｘａｓ）から利用可能な８０５１Ｆ９３１プロセッサである。プロセッサの
別の実施例は、Ｎｏｒｄｉｃ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ（Ｏｓｌｏ，Ｎｏｒｗａｙ）
から利用可能なｎＲＦ５１８２２プロセッサであるが、任意の他の好適なプロセッサまた
はマイクロプロセッサが、代替として、他の実施形態では、採用されてもよい。いくつか
の実装では、プロセッサ３１０は、他のデバイスとの無線周波数通信をサポートしてもよ
い。バラン（例えば、ＳＴ　Ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ（Ｇｅｎｅｖａ，Ｓｗｉ
ｔｚｅｒｌａｎｄ）から利用可能なＢＡＬ－ＮＲＦ０２Ｄ３）が、いくつかの実施形態に
よると、アンテナとプロセッサとの間のＲＦ信号を整合するために使用されてもよい。
【００２９】
　プロセッサ３１０は、例えば、データおよび／または機械可読命令を記憶するために、
種々のタイプのオンボードメモリ（例えば、フラッシュメモリ、ＳＲＡＭ、およびＸＲＡ
Ｍ）を含んでもよく、内部発振器または外部発振器によってクロッキングされてもよい。
いくつかの実施形態では、プロセッサは、例えば、プロセッサがアクティブであり、デー
タを処理しているとき、内部高周波数発振器（例えば、約２５ＭＨｚまたはそれを上回っ
て動作する発振器）によってクロッキングされ、代替として、プロセッサが実質的に非ア
クティブおよびスリープモードにあるとき、低周波数発振器（プロセッサの外部または内
部）によってクロッキングされてもよい。低周波数におけるプロセッサのクロッキングは
、例えば、スリープモードの間、プロセッサによる電力消費を減少させ得る。低周波数ク
ロッキングは、いくつかの実施形態では、高周波数クロッキングの５０％未満、いくつか
の実施形態では、高周波数クロッキングの２０％未満、いくつかの実施形態では、高周波
数クロッキングの１０％未満、いくつかの実施形態では、高周波数クロッキングの５％未
満、いくつかの実施形態では、高周波数クロッキングの２％未満、いくつかの実施形態で
は、高周波数クロッキングの１％未満、さらに、いくつかの実施形態では、０．１％未満
の周波数であり得る。
【００３０】
　種々の実施形態では、プロセッサ３１０は、プロセッサ上にロードされ、そこで実行す
る、事前にプログラムされた機械可読命令に従って、加速度計３３０から加速度データを
受信し、受信されたデータを処理するように構成されてもよい。プロセッサ３１０は、例
えば、アナログおよび／またはデジタル入力データを受信するように構成されてもよく、
オンボードアナログ／デジタルおよびデジタル／アナログコンバータと、オンボードタイ
マまたはクロックとを含んでもよい。いくつかの実施形態によると、プロセッサはまた、
ユーザの皮膚と接触する電極から心臓波形データを受信および分析するように構成されて
もよい。いくつかの実施形態では、プロセッサはさらに、ウェイクアップおよび電力管理
回路網３５０を通して電力を受信するように構成されてもよい。プロセッサは、いくつか
の実施形態では、電力管理回路網３５０の一部もしくは全部と協働するように動作する、
またはそれらを備え、健康モニタパッチ内の１つ以上の回路要素のアクティブ化および非
アクティブ化を促進してもよい。
【００３１】
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　いくつかの実施形態では、プロセッサ３１０は、いくつかの異なるクロック周波数で動
作するように構成されてもよい。低クロック周波数で動作するとき、プロセッサは、典型
的には、高クロック周波数で動作するときより電力を消費しないであろう。いくつかの実
施形態では、プロセッサは、例えば、健康モニタパッチの運動がないとき、「スリープ」
モードにあり、低クロック周波数で動作し、健康モニタパッチの運動が検出されると、い
くつかの動作状態を通して循環されるように構成されてもよい。一実施例として、スリー
プモードにあるとき、プロセッサは、１０Ｈｚ未満のレートでデータをサンプリングし、
約３０マイクロアンペア未満を引き出し得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、加速度計３３０は、例えば、少なくとも２つの実質的に直交
する空間方向に沿って、加速度を感知するように構成される、多軸加速度計および／また
はジャイロスコープを備えてもよい。加速度計３３０は、例えば、微小電気機械システム
（ＭＥＭＳ）技術に基づいて、３軸加速度計を含んでもよい。いくつかの実装では、１つ
以上の単軸加速度計が、加えて、または代替として、使用されてもよい。いくつかの実施
形態では、加速度計３３０はそれぞれ、個別の軸に沿って、加速度の大きさおよび方向を
表す、１つ以上のアナログデータストリーム出力（例えば、加速度計の各軸に対応するＸ
、Ｙ、Ｚデータ出力）を提供するように構成されてもよい。好適な加速度計の一実施例は
、Ｋｉｏｎｉｘ　Ｉｎｃ．（Ｉｔｈａｃａ，ＮｅｗＹｏｒｋ）から利用可能なＫｉｏｎｉ
ｘ型番ＫＸＳＣ７加速度計である。好適な加速度計の別の実施例は、ＳＴ　Ｍｉｃｒｏｅ
ｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ（Ｇｅｎｅｖａ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）から利用可能なＬＩＳ
２ＤＨ加速度計である。加速度計３３０は、例えば、後にデジタルデータに変換され得る
、アナログ出力データを提供してもよい、または加速度値を表すデジタル出力データを提
供してもよい。
【００３３】
　加速度計３３０は、いくつかのパラメータによって特徴付けられ得る。これらのパラメ
ータは、例えば、感度値およびサンプリングレート値であり得る。実施例として、加速度
計のアナログ感度は、いくつかの実施形態では、約１００ミリボルト（ｍＶ）／重力値（
１００ｍＶ／Ｇ）～約２００ｍＶ／Ｇ、いくつかの実施形態では、約２００ｍＶ／Ｇ～約
４００ｍＶ／Ｇ、いくつかの実施形態では、約４００ｍＶ／Ｇ～約８００ｍＶ／Ｇ、さら
に、いくつかの実施形態では、約８００ｍＶ／Ｇ～約１６００ｍＶ／Ｇであり得る。デジ
タル出力を提供するように構成されるとき、加速度計のサンプリングレートは、例えば、
いくつかの実施形態では、約１０サンプル／秒／軸（１０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ）～約２０Ｓ／
ｓｅｃ－Ａ、いくつかの実施形態では、約２０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ～約４０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ、
いくつかの実施形態では、約４０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ～約８０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ、いくつかの実
施形態では、約８０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ～約１６０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ、いくつかの実施形態では
、約１６０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ～約３２０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ、さらに、いくつかの実施形態では
、約３２０Ｓ／ｓｅｃ－Ａ～約６４０Ｓ／ｓｅｃ－Ａであり得る。いくつかの実施形態で
は、サンプリングレートが高いほど、測定される加速度の質を改良し得ることが理解され
るであろう。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、加速度計３３０は、１つ以上のアナログ／デジタル転換と組
み合わせられ、前述のサンプリングレートにおける加速度値を表すデジタル出力データを
提供してもよいことを理解されるであろう。デジタル出力データが、加速度計によって提
供されるとき、加速度計の感度は、ビット／重力定数（ｂ／Ｇ）の単位で表され得る。実
施例として、デジタル出力データを提供する加速度計は、いくつかの実施形態では、約２
ｂ／Ｇを上回る、いくつかの実施形態では、約４ｂ／Ｇを上回る、いくつかの実施形態で
は、約６ｂ／Ｇを上回る、いくつかの実施形態では、約８ｂ／Ｇを上回る、いくつかの実
施形態では、約１０ｂ／Ｇを上回る、いくつかの実施形態では、約１２ｂ／Ｇを上回る、
またはいくつかの実施形態では、さらにより高い値の感度を有し得る。
【００３５】
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　いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチは、運動センサ３５２および加速度計
３３０に加え、１つ以上のセンサを含んでもよい。例えば、健康モニタパッチは、対象の
少なくとも１つの生理学的パラメータを感知するように構成される、少なくとも１つの生
理学的センサ３５４（例えば、心臓センサ、温度センサ、血糖値センサ、血中酸素濃度セ
ンサ等）を含んでもよい。生理学的センサは、いくつかの実施形態では、電気接続を対象
の皮膚に提供するように構成される、１つ以上の電極を備えてもよい。生理学的センサ内
で使用され得る、他の構成要素として、限定ではないが、圧力変換器、音響変換器、温度
感知要素（例えば、サーミスタ、赤外線センサ）、光源（例えば、ＬＥＤまたはレーザダ
イオード）、および光検出器）が挙げられる。生理学的センサの一例証的実施例として、
Ａｎａｌｏｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｎｏｒｗｏｏｄ，Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔ
ｓ）から利用可能なＡＤ８２３２ＥＣＧチップが挙げられる。そのようなチップは、対象
の皮膚に接触するように配列される電極と組み合わせられてもよい。
【００３６】
　生理学的センサ３５４は、種々の信号処理電子機器と、関連付けられた回路網とを含ん
でもよい。例えば、生理学的センサ３５４は、入力増幅器と、モニタリング電極または他
の検出器から受信された信号を処理する、雑音フィルタとを備えてもよい。入力増幅器は
、低雑音増幅器と、差動増幅器とを含んでもよい。生理学的センサ３５４は、いくつかの
実装では、少なくとも部分的に、健康モニタパッチと同一パッケージ内に配置されてもよ
い、または別個の場所において対象に取り付けられ、所定の通信プロトコルに従って、無
線で、もしくは有線リンクを介して、データを健康モニタパッチに伝送する、別個のモニ
タとして形成されてもよい。いくつかの実装では、生理学的センサの一部（例えば、信号
処理部分）は、健康モニタパッチの印刷回路基板アセンブリ上に組み込まれてもよい一方
、センサのための電極または検出器は、ＰＣＢアセンブリ外に位置してもよい。ある場合
には、健康モニタパッチの中央プロセッサは、生理学的センサの一部を備え、電極または
他の検出器からの信号を処理し、１つ以上の生理学的パラメータを判定してもよい。１つ
以上の生理学的センサ３５４によって感知され得る、生理学的パラメータの実施例として
、限定ではないが、心電波形、心拍数、心拍数変動性、不整脈、皮膚温度、深部体温、呼
吸数、プレチスモグラフィ波形、ＥＫＧ波形、血中酸素レベル、血糖値レベル、水和、血
圧等が挙げられる。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、健康モニタパッチは、プロセッサ３１０の外部にあり、それ
にアクセス可能である、メモリ３２０を含んでもよい。メモリ３２０は、以下のタイプの
メモリ、すなわち、ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリの任意の１
つまたはそれらの組み合わせであってもよい。メモリ３２０は、例えば、加速度計３３０
および／または生理学的センサ３５４からの未加工データ、プロセッサ３１０のための機
械可読命令、加速度計データおよび／または生理学的データを処理するためにプロセッサ
によって使用されるプログラムデータ、および／または活動を表す活動データを記憶なら
びに／もしくはバッファするために使用されてもよい。いくつかの実施形態では、メモリ
３２０は、加えて、または代替として、健康モニタパッチの健全性についての診断情報、
例えば、バッテリ寿命、誤差ステータス等、および／またはデバイスについての技術的情
報、例えば、メモリサイズ、重量感度、重量、バッテリ型番、プロセッサ速度、オペレー
ティングソフトウェアのバージョン、ユーザインターフェース要件等を記憶するために使
用されてもよい。いくつかの実施形態では、メモリはまた、ユーザに関する情報、例えば
、ユーザの体重、身長、性別、年齢、トレーニング目標、具体的ワークアウトプラン、ユ
ーザによって行われる活動を識別するために使用され得る、ユーザのための活動特有のデ
ータ、または識別された活動を表すプロセスデータを記憶するために使用されてもよい。
いくつかの実施形態によると、メモリ３２０は、代謝当量（ＭＥＴ）、較正値、および種
々の活動に関する健康効果レベルを判定するために使用される健康ガイドラインデータの
テーブルを記憶してもよい。
【００３８】
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　いくつかの実施形態では、メモリ３２０は、加えて、または代替として、例えば、有線
または無線リンクを介して、外部デバイスから受信されたデータ構造および／またはコー
ドを記憶するために使用されてもよい。データ構造および／またはコードは、例えば、健
康モニタパッチによって使用される、１つ以上のデータ処理アプリケーションを更新する
ために使用されてもよい。例えば、１つのタイプのデータ構造は、健康モニタによって以
前に認識されていない具体的活動のタイプ、例えば、新しい活動または健康モニタパッチ
の個々のユーザに特有の活動を識別するために使用され得る、活動データパターンを表す
データであってもよい。別の実施例として、データ構造は、新しい活動に対して定義され
る、または識別可能な活動に対して再定義される、以下に説明される、メンバーシップ関
数を含んでもよい。いくつかの実施形態によると、データ構造は、例えば、活動の実施の
間に得られた１つ以上のサンプル加速度計トレースおよび生理学的データを含んでもよく
、および／または活動を識別するために健康モニタパッチによって実行されるアルゴリズ
ムにおいて使用され得る、加速度計トレースの処理から生じる識別データ（例えば、メン
バーシップ関数）を含んでもよい。さらに、いくつかの実施形態では、メモリ３２０は、
健康モニタパッチによって実行されるアルゴリズムに関する更新および／または代替を記
憶するために使用されてもよい。記憶されるデータ構造およびアルゴリズムは、例えば、
健康モニタパッチの機能性を再プログラムおよび／または拡張し、新しい活動もしくは健
康モニタパッチによって以前に認識されていない活動を識別し、および／または識別され
た活動に対して計算される結果の正確度または信頼性を改良するために使用されてもよい
。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、メモリ３２０はまた、検出された活動を特徴付けるためにプ
ロセッサ３１０によって使用される、較正および／または変換データを記憶するために使
用されてもよい。較正データは、例えば、検出された活動パラメータ（例えば、歩幅、速
度）の正確度を改良する、および／または検出された活動から算出される体力指標の正確
度を改良するために使用されてもよい。変換データは、例えば、検出された活動を消費さ
れたヒトエネルギーの量、例えば、燃焼カロリー、代謝当量等に変換するために使用され
てもよい。
【００４０】
　いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチは、健康モニタと、コンピュータ、タ
ブレット、携帯電話、ポータブル通信デバイス、データプロセッサ、センサ、別の知的セ
ンサ、または多目的センサ（いずれも、ワールドワイドウェブまたはローカルエリアネッ
トワーク等のネットワーク内の他の類似デバイスと通信するように構成され得る）等の１
つ以上の外部デバイスとの間でデータを通信するために、送受信機３４０および／または
１つ以上のデータ通信ポート（例えば、ＵＳＢポート、ＲＦ通信ポート、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）ポート）を含んでもよい。健康モニタパッチは、例えば、送受信機３４
０を介して、有線または無線ポートを通して、以下のリスト、すなわち、パーソナルコン
ピュータ、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、ＰＤＡ、腕時計、ＭＰ
３プレーヤ、ｉＰｏｄ（登録商標）、携帯電話、血糖値メータ、血圧モニタ、またはＩｎ
Ｒメータ等の医療デバイス、電子双方向ゲーム装置、知的トレーニング機器、および自動
車システムから選択される任意のデバイスまたはデバイスの組み合わせと通信するように
構成されてもよい。メモリ３２０から読み出される、またはメモリ３２０内に記憶される
べきデータは、例えば、送受信機３４０を介して、健康モニタパッチと外部デバイスとの
間で通信されてもよい。いくつかの実施形態では、健康モニタパッチから伝送されるデー
タは、健康モニタパッチから受信されたデータを処理するように適合されるデータサービ
スデバイスにルーティングするために構成されてもよい。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、健康モニタパッチの内部電子機器のための電力は、少なくと
も１つのバッテリ３０５によって提供され、ウェイクアップおよび電力管理回路３５０に
よって管理されてもよい。バッテリは、小型であり、例えば、ボタン電池タイプであって
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もよく、例えば、再充電可能または交換可能であり得る、１つ以上のリチウムタイプバッ
テリを含んでもよい。単なる一実施例として、約２３０ｍＡｈの容量を有する３ボルトバ
ッテリである、単一リチウムコインまたはボタン電池が、使用されてもよい（Ｒｅｎａｔ
ａ　ＳＡ（Ｉｔｉｎｇｅｎ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）から利用可能な型番ＣＲ２０３２
）。健康モニタパッチの別の実施形態は、１つ以上の型番ＣＲ１６１６バッテリを含んで
もよいが、任意の好適なタイプのバッテリが、代替として、種々の実施形態では、使用さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、健康モニタパッチは、発電またはエネルギーハー
べスティングハードウェア（例えば、機械的運動を電流に変換するように構成される圧電
材料または発電機、太陽電池、ＲＦまたは熱変換器）を含んでもよい。オンボードで生成
される電力は、バッテリまたはスーパーコンデンサ等の電荷蓄積構成要素内に貯蔵されて
もよい。いくつかの実装では、生成された電流は、ダイオードブリッジを介して、貯蔵構
成要素に提供されてもよい。好適なエネルギーハーべスティングデバイスの一実施例は、
Ｉｎｆｉｎｉｔｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ，Ｉｎｃ．（Ｌｉｔｔｌｅｔｏｎ，
Ｃｏｌｏｒａｄｏ）から利用可能なマイクロエネルギー電池ＭＥＣ２２５である。いくつ
かの実施形態では、発電構成要素は、健康モニタパッチのための電源としての再充電可能
バッテリと組み合わせて使用されてもよい。電圧調整チップ（例えば、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎ
ｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（Ｄａｌｌａｓ，Ｔｅｘａｓ）から利用可能なＴＰＳ７８００１）が
、いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチの構成要素に電力を送達する前に、少
なくとも１つの電源からの電力を調整するために使用されてもよい。
【００４２】
　いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチのバッテリ３０５は、無線で再充電さ
れてもよい。例えば、健康モニタパッチは、電磁エネルギーを交流磁場から誘導的に結合
することができる伝導性コイルを含んでもよい。コイルからの電流は、交流電流をバッテ
リ３０５を充電するために使用されることができる直接電流に変換する整流回路に提供さ
れてもよい。
【００４３】
　いくつかの実装では、ウェイクアップおよび電力管理回路網３５０は、ウェイクアップ
および電力管理回路網３５０と組み合わせて、健康モニタパッチがモニタリングされるべ
き活動を表し得る様式において移動されているとき、それを識別する、運動センサ３５２
を含んでもよい。ウェイクアップおよび電力管理回路網３５０は、例えば、論理および制
御回路網を備え、図３に示される種々の回路要素への電力を有効、無効、減少、および／
または増加させてもよい。ウェイクアップおよび電力管理回路網のための論理および制御
回路網は、例えば、プロセッサ３１０の機械可読命令および利用されるハードウェアを備
えてもよい、または特定用途向け集積回路の機械可読命令および利用されるハードウェア
を備えてもよい。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、運動センサ３５２は、１つ以上の力感知スイッチ、例えば、
健康モニタパッチが経験する加速度の量を表す電気信号を生成するように構成される圧電
要素を備えてもよい。他の実施形態では、運動センサ３５２は、加えて、または代替とし
て、健康モニタパッチが加速を被ると、回路を閉鎖する、または回路を開放する、１つ以
上の接触スイッチ、例えば、「ボールインチューブ」スイッチを備えてもよい。ウェイク
アップは、例えば、スイッチ閉鎖の周波数が事前に選択された値を超えると、始動されて
もよい。他の実施形態では、センサ３５２は、加えて、または代替として、健康モニタパ
ッチが事前に選択された値を超える加速度を受けるときのみ閉鎖する、１つ以上の力感知
接触スイッチを備えてもよい。
【００４５】
　いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチは、電気光学ディスプレイ（例えば、
液晶ディスプレイ、ＯＬＥＤディスプレイ、１つ以上のＬＥＤ）を含み、１つ以上のタッ
ピングシーケンスおよび／または運動ジェスチャ（例えば、８の字パターン、円形パター
ン、前後線形パターンでデバイスを移動させる）を認識するように構成されてもよい。タ
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ッピングシーケンスまたはジェスチャの認識に応答して、健康モニタパッチは、ディスプ
レイをアクティブ化し、パッチ上に記憶される情報または情報の概要を通信してもよい。
タッピングシーケンスまたはジェスチャは、健康モニタパッチがディスプレイを用いて関
連情報を示すことによって応答し得る、特定の情報クエリに対応してもよい。一実施形態
によると、健康モニタパッチは、特定の様式でタップされ、それに応答して、いくつかの
ＬＥＤをアクティブ化し、ユーザが活動目標の近似パーセンテージに到達したことを示し
てもよい（例えば、１０個のＬＥＤのうちの８個を照明し、約８０％を信号伝達する）。
活動目標は、医師のユーザによって、健康モニタパッチと無線通信することができる、コ
ンピュータまたはスマートフォン等の別の電子デバイスを使用して、健康モニタパッチの
中に事前にプログラムされてもよい。１つ以上の活動目標に対する進度についての情報は
、デバイスによって通信されることができる（例えば、３マイルの目標のうち３０％を歩
いた、８マイルの目標のうち６０％を走った、６０往復の目標のうち９０％を泳いだ、１
日のクレジット付与可能健康効果活動のうち７０％を達成した、１週間の推奨される健康
クレジット数のうち５０％を達成した等）。ディスプレイはまた、特定のタップシーケン
スまたはジェスチャに応答して、他の情報、例えば、バッテリ寿命、ペース比較（活動の
ための最良ペースより進んでいる、または遅れている）、心拍数、燃焼カロリー等を通信
するために使用されてもよい。
【００４６】
　データはまた、無線通信プロトコル（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ＬＥ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）Ｓｍａｒｔ、修正Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロトコル、Ｗｉ－Ｆｉ等）を使用して、健康モニタパッ
チへおよびそこから通信されてもよい。例えば、無線送受信機およびアンテナが、健康モ
ニタパッチとともに含まれ、スマートフォン、スマートウォッチ、コンピュータ、タブレ
ット等の遠隔デバイスへおよびそこからデータを伝送および受信するために使用されても
よい。
【００４７】
　いくつかの実施形態によると、健康モニタパッチは、少なくとも１つの光源２８６と、
少なくとも１つの光検出器２８７とを含んでもよい。少なくとも１つの光源および光検出
器は、例えば、対象の１つ以上の生理学的パラメータ、例えば、血中酸素濃度、プレチス
モグラフィ波形、血糖値、血流量等を感知するために使用されてもよい。いくつかの実施
形態では、光源２８６は、高輝度赤外線（ＩＲ）フォトダイオードと、より短い波長のフ
ォトダイオードとを備えてもよい。近年、インジウムガリウム窒化物ＬＥＤ技術の進歩に
よって、低接合電圧および高放射強度の両方を伴うデバイスがもたらされた。本願が優先
権を主張する、米国特許出願第１３／８４０，０９８号に説明されるＩｎＧａＮ技術の使
用および電力管理技法の適用は、１つ以上の酸化銀コイン電池で１週間またはそれを上回
って稼働することができる、心拍数および／または他の生理学的パラメータを測定可能な
健康モニタパッチを提供し得る。光検出器２８７は、任意の好適な光検出器（例えば、波
長フィルタを含み得る、１つ以上のシリコンフォトダイオード）であってもよく、対象か
ら散乱または反射された光源からの光を検出するように搭載されてもよい。
【００４８】
　図４は、いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチ４００の分解図を描写
する。使い捨て健康モニタパッチの可撓性ストリップアセンブリは、第１のＰＣＢアセン
ブリ４０５と、バッテリ３０５と、複数の可撓性材料とを含んでもよい。可撓性材料また
は層の少なくともいくつかは、健康モニタパッチのための引張強度および形状保定を提供
する、固体材料（例えば、ポリマーフィルム、布、ポリマー、または布メッシュ等）から
形成されるシートを備えてもよい。例えば、１つ以上の層は、可撓性接着性テープまたは
フィルムを備えてもよい。いくつかの層は、いくつかの実施形態によると、液体またはゲ
ルとして堆積されてもよい。ある場合には、ＰＣＢアセンブリは、可撓性ＰＣＢを備えて
もよい。
【００４９】
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　いくつかの実施形態によると、バッテリストラップ４４５は、バッテリ３０５の第１の
端子（例えば、正の端子）とバッテリ導体４８０との間の接続を提供してもよい。バッテ
リストラップおよび導体は、伝導性金属および／または伝導性ポリマー（例えば、銀を備
えるフィルムでコーティングされる場合もあり、またはそうではない場合もある、伝導性
炭素ビニルフィルム）から形成されてもよい。バッテリ３０５は、直径約１０ｍｍ～約２
０ｍｍを有する、コイン電池タイプバッテリであってもよく、バッテリの２つの端子を電
気的に隔離することに役立つ、絶縁リング４１０に隣接して位置してもよい。バッテリの
第２の端子は、雑音／接地導体４７０に電気的に接続してもよい。雑音／接地導体はまた
、使い捨て健康モニタパッチ４００上の雑音電極２７０に接続してもよい。いくつかの実
装によると、雑音／接地導体４７０はさらに、ＰＣＢアセンブリ４０５上に位置する接地
接触（図示せず）に接続してもよい。
【００５０】
　使い捨て健康モニタパッチのモニタ電極に接続する、付加的導体があってもよい。例え
ば、第１のモニタ導体４６０ａは、第１のモニタ電極２６０ａとＰＣＢアセンブリ４０５
の第１の信号入力パッド（図示せず）との間の電気接続を提供してもよい。第２のモニタ
導体４６０ｂは、第２のモニタ電極２６０ｂとＰＣＢアセンブリ４０５上の第２の信号入
力パッド（図示せず）との間の電気接続を提供してもよい。第１のモニタ導体４６０ａ、
第２のモニタ導体４６０ｂ、バッテリ導体４８０、および雑音／接地導体４７０は、接着
性である場合もあり、またはそうではない場合もある、伝導性ポリマーから形成されても
よい。いくつかの実施形態では、これらの導体は、炭素ビニルポリマーまたはコーティン
グされたビニルポリマーから形成されてもよい。可撓性導体のために使用され得る、コー
ティングされたビニルポリマーの実施例は、Ｃｏｖｅｒｉｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｏａ
ｔｉｎｇｓ（Ｍａｔｔｈｅｗｓ，Ｎｏｒｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ）から利用可能な型番６
３５５である。いくつかの実装では、導体のうちの１つ以上は、可撓性ＰＣＢから形成さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、第１のモニタ導体４６０ａ、第２のモニタ導体４
６０ｂ、バッテリ導体４８０、および雑音／接地導体４７０は、伝導性ポリマーのフィル
ムから切断または型打されてもよい。
【００５１】
　導体の下方には、導体が接着され得る、導体接着層４２５があってもよい。導体接着層
４２５は、使い捨て健康モニタパッチが対象上で撓曲するにつれて、導体を定位置に保定
してもよい。いくつかの実施形態では、導体接着層４２５は、電気的に絶縁である、シリ
コーン接着性層であってもよい。いくつかの実装によると、導体接着層４２５は、接着性
表面を対向側に有してもよい（例えば、両面接着剤）。導体接着層４２５の実施例は、３
Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型
番９６０２２シリコーン接着剤である。いくつかの実施形態によると、導体接着層４２５
は、接着性材料のフィルムから切断および／または型打されてもよい。
【００５２】
　いくつかの実施形態によると、伝導性接着性要素４１５が、バッテリおよび信号導体の
上方に位置してもよい。伝導性接着性要素は、接着表面を対向側に有してもよい。これら
の要素は、導体４６０ａ、４６０ｂ、４７０、４８０と類似形状において、可撓性伝導性
接着性フィルムから形成されてもよい。伝導性接着性要素４１５は、ＰＣＢアセンブリ上
の下層導体および接触パッドとバッテリ３０５上の端子との間の電気接続を提供すること
ができる。伝導性接着性要素４１５はまた、下層導体、ＰＣＢアセンブリ、およびバッテ
リをともに、可撓性アセンブリの中に接着することができる。伝導性接着性要素は、いく
つかの実施形態によると、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅ
ｓｏｔａ）から利用可能な型番９７１９の接着性フィルムから形成されてもよい。伝導性
接着性要素４１５は、伝導性接着性のフィルムから切断または型打されてもよい。
【００５３】
　ある場合には、絶縁層４３０は、導体接着層４２５の下方に位置してもよい。絶縁層４
３０は、ある程度の堅度を下側層に提供し、モニタ電極２６０ａ、２６０ｂおよび雑音電



(17) JP 2019-503761 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

極２７０を保定することに役立ってもよい。ある場合には、絶縁層４３０は、接着性表面
を片側に有する、発泡体材料を備えてもよく、その実施例は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番１７７４Ｗである。接
着性表面は、例えば、導体４６０ａ、４６０ｂ、４７０、４８０に面してもよい。絶縁層
４３０は、材料のフィルムから切断または型打されてもよい。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、絶縁層４３０に接着する、表面接着層４３５があってもよい
。表面接着層４３０の実施例は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉ
ｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番９６０２２シリコーン接着剤であるが、他の好適な
接着層が、使用されてもよい。いくつかの実施形態によると、表面接着層４３０は、接着
性材料のフィルムから切断および／または型打されてもよい。
【００５５】
　いくつかの側面によると、皮膚接着層４９０は、絶縁体層４３０に取り付けられてもよ
い。皮膚接着層４９０は、対象の皮膚に耐久性接着を提供する、接着表面２５２を含んで
もよい。任意の好適な皮膚接着性材料が、皮膚接着層４９０のために使用されてもよい。
いくつかの実施形態によると、Ａｖｅｒｙ　Ｄｅｎｎｉｓｏｎ（Ｇｌｅｎｄａｌｅ，Ｃａ
ｌｉｆｏｒｎｉａ）から利用可能な好適なアクリル皮膚接着剤が、皮膚接着層４９０とし
て使用されてもよい。皮膚接着層４９０の一実施例は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（
Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番１６２６ＷのＴｅｇａｄｅｒ
ｍ接着剤であるが、他の生体適合性接着層が、使用されてもよい。いくつかの実装では、
Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｒ＆Ｄ（Ｅａｕ　Ｃｌａｉｒｅ，Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ）から利用可能
な型番Ｈ０１１の親水コロイド接着剤が、皮膚接着層のために使用されてもよい。皮膚接
着層４９０は、使い捨て健康モニタパッチ４００を対象に接着することに先立って除去さ
れる、接着表面にわたる剥離ライナ（図示せず）を含んでもよい。例示的剥離ライナは、
３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な
型番１３６１ライナである。いくつかの実装では、皮膚接着層４９０は、材料のフィルム
から切断および／または型打されてもよい。
【００５６】
　使い捨て健康モニタパッチ４００の上側層は、絶縁接着性層４５０と、バッテリ３０５
、ＰＣＢアセンブリ４０５、および伝導性接着性要素４１５の大部分にわたって延在する
、静電放電（ＥＳＤ）遮蔽体４５５とを含んでもよい。ある場合には、絶縁接着性層４５
０内に、雑音／接地導体４７０が絶縁接着層４５０に隣接して位置し得るＥＳＤ遮蔽体４
５５に電気的に接続することを可能にする、孔または切り欠きがあってもよい。絶縁接着
性層４５０は、接着性表面を対向側に有してもよい、または片面接着性表面を有してもよ
い。例示的絶縁接着性層は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ
ｅｓｏｔａ）から利用可能な型番９４７４ＬＥの接着剤であるが、他の絶縁接着性層が、
他の実施形態では、使用されてもよい。対向側に異なる接着性質（例えば、差動接着性）
を有する、例示的両面絶縁接着性層は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ
，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番９４２５の接着剤を含む。絶縁接着性層４５
０は、接着性材料のフィルムから切断および／または型打されてもよい。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、ＥＳＤ遮蔽体４５５は、第１のモニタ導体４６０ａの少なく
とも一部および第２のモニタ導体４６０ｂの少なくとも一部にわたって延在してもよい。
ＥＳＤ遮蔽体はさらに、雑音／接地導体４７０を介して、雑音電極２７０に電気的に接続
してもよい。ＥＳＤ遮蔽体は、第１のモニタ導体および第２のモニタ導体から絶縁される
が、２つの導体に近接近（例えば、約２ｍｍ未満）して位置してもよい（例えば、いくつ
かの場所において平行プレートとして配列される）。ＥＳＤ遮蔽体は、いくつかの実施形
態によると、伝導性ポリマーから形成されてもよい。例示的伝導性ポリマーは、Ｃｏｖｅ
ｒｉｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ（Ｍａｔｔｈｅｗｓ，Ｎｏｒｔｈ　Ｃａｒ
ｏｌｉｎａ）から利用可能な型番６３５５のコーティングされた炭素ビニルフィルムであ
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るが、コーティングされていない伝導性フィルムが、使用されてもよい。
【００５８】
　いくつかの実施形態によると、対象の皮膚を横断して伝送される電気雑音は、雑音電極
２７０によって取り上げられ、ＥＳＤ遮蔽体４５５に伝導されてもよい。本雑音は、次い
で、第１のモニタ導体４６０ａおよび第２のモニタ導体４６０ｂを覆うＥＳＤの近接近に
起因して、ＥＳＤ遮蔽体から第１のモニタ導体４６０ａおよび第２のモニタ導体４６０ｂ
の中に結合し得る。いくつかの実施形態では、各モニタ電極に結合される信号の量は、類
似振幅を有し得る（例えば、約±１５％以内）。差動増幅器が、ＰＣＢアセンブリ４０５
の信号入力に配列され、第１のモニタ電極２６０ａおよび第２のモニタ電極２６０ｂから
受信された信号を増幅させてもよい。雑音は、２つの導体および差動増幅器の入力の中に
結合されるため、コモンモード除去を介して、低減または消去され得る。
【００５９】
　いくつかの実施形態によると、使い捨て健康モニタパッチ４００を被覆する、接着性カ
バー層４０２が、ＥＳＤ遮蔽体４５５にわたって取り付けられてもよい。接着性カバー層
４０２は、布、発泡体、可撓性ポリマー（シリコーン等）、または任意の他の好適に可撓
性材料を備えてもよい。いくつかの実施形態では、カバー層４０２は、絶縁層４３０のた
めに使用される同一材料の第２の層を備えてもよい。カバー層は、材料のフィルムから切
断または型打されてもよい。いくつかの事例では、カバー層４０２および絶縁層４３０は
、シールされた発泡体または好適な耐水もしくは防水材料を備え、ＰＣＢアセンブリ４０
５およびバッテリ３０５への水の侵入を低減させてもよい。
【００６０】
　いくつかの実施形態による、使い捨て健康モニタパッチのいくつかの構成要素が、図５
の立面図に描写される。描写は、伝導性接着性要素（灰色線として描写される）および第
１のモニタ導体４６０ａを介して、第１のモニタ電極２６０ａに接続する、ＰＣＢアセン
ブリ４０５を示す。ＰＣＢアセンブリ４０５はまた、伝導性接着性要素（灰色線）および
第２のモニタ導体４６０ｂを介して、第２のモニタ電極２６０ｂに電気的に接続する。バ
ッテリ３０５およびその導体は、図面を簡略化するために、図５に描写されない。
【００６１】
　いくつかの実装では、ＥＳＤ遮蔽体４５５は、ＰＣＢアセンブリ４０５、第１のモニタ
導体４６０ａ、および第２のモニタ導体４６０ｂにわたって配置される。絶縁接着層４５
０が、ＥＳＤ遮蔽体４５５と伝導性接着性要素との間にあってもよい。絶縁層は、開口部
４５２（また、図４にも描写される）をＥＳＤ遮蔽体４５５と雑音／接地導体４７０にわ
たって位置する伝導性接着性要素４１５との間に含んでもよい。開口部は、健康モニタパ
ッチの層が全てともに圧接されると、電気接続がＥＳＤ遮蔽体４５５と雑音電極２７０と
の間で行われることを可能にする。
【００６２】
　いくつかの実装に関する、繰り返し使用の健康モニタパッチ１００のさらなる詳細が、
図６の立面図に描写される。例証は、いくつかの実施形態による、図１Ａ－１Ｃに図示さ
れるデバイスのための構成要素の配列を示す。可撓性ストリップアセンブリ１０５内には
、ＰＣＢアセンブリ４０５と、バッテリ３０５とがあってもよい。可撓性ストリップアセ
ンブリ１０５はさらに、ＰＣＢアセンブリ上のバッテリの端子および電力／接地パッドと
１つ以上の雑音電極または感知構成要素との間と、ＰＣＢアセンブリ上の信号入力とモニ
タ電極１６０ａ、１６０ｂとの間との電気接続を提供する、伝導性要素（全て図示せず）
を含んでもよい。雑音電極およびモニタ電極は、可撓性ストリップアセンブリから分離さ
れて示される、交換可能電極ストリップ１５０上に位置してもよい。
【００６３】
　いくつかの実施形態によると、電気接続が健康モニタパッチの種々の構成要素間にあっ
てもよい。例えば、パターン化された可撓性ＰＣＢが、モニタ電極とＰＣＢアセンブリ４
０５との間の電気接続を形成するために使用されてもよい。本発明者らは、可撓性導体（
例えば、可撓性ＰＣＢ）とより剛性の電気構成要素（例えば、ＰＣＢアセンブリ４０５）
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との間の連結が、歪み緩和材料を可撓性導体の界面に追加することによって改良されるこ
とができると認識および理解する。例えば、シリコーン、ポリイミド、または熱硬化接着
剤が、可撓性導体とより剛性の電気構成要素との間の合流点を補強し、歪み緩和を提供す
るために追加されてもよい。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、可撓性ストリップアセンブリ１０５は、部分的に、可撓性シ
リコーンから形成されてもよい。例えば、シリコーンは、ゲルまたは液体形態で健康モニ
タパッチの電子構成要素を被覆するための金型の中に適用されてもよい。結果として生じ
るシリコーンケーシング６０５は、バッテリ３０５、ＰＣＢアセンブリ４０５、および関
連付けられた導体の周囲に完全に延在してもよい。シリコーンは、次いで、アセンブリ１
０５が高可撓性かつ完全に防水であり得るように、硬化されてもよい。防水エンクロージ
ャは、健康モニタパッチが、対象上に装着され、水中に浸漬されることを可能にしてもよ
い。さらに、交換可能電極ストリップ１５０のために使用される接着剤は、シリコーンケ
ーシング６０５および対象の皮膚と液密シールを形成する。本発明者らは、心拍数を感知
する従来の活動モニタが水中に浸漬されると良好にまたは全く機能しないと認識および理
解する。シリコーンエンクロージャは、健康モニタパッチが、水泳者、サーファー、ウイ
ンドサーファー、カイトボーダー等の活動および生理学的パラメータをモニタリングする
ことを可能にしてもよい。
【００６５】
　いくつかの実装では、オンボードバッテリは、シリコーン内に完全に包囲され得るため
、無線充電が、オンボードバッテリを再充電するために使用されてもよい。いくつかの実
施形態では、コイルおよび整流回路が、電磁エネルギーが無線充電器からコイルに無線結
合され得るように、健康モニタパッチ内に含まれてもよい。コイルに結合されるエネルギ
ーは、整流され、バッテリを充電するために使用されてもよい。
【００６６】
　シリコーンは、可撓性かつロバストな環境シールを提供するが、電気絶縁体である。本
発明者らは、シリコーンを通して交換可能電極ストリップ１５０のモニタおよび雑音電極
への電気接続が達成され得るように、シリコーンを局所的に修正することを考案した。い
くつかの実施形態によると、電気接続は、金属ワイヤまたは非可撓性金属パッドをシリコ
ーンケーシング６０５の表面に要求しない。
【００６７】
　いくつかの実施形態によると、シリコーンケーシングは、交換可能電極ストリップ１５
０上のモニタ電極１６０ａ、１６０ｂおよび雑音電極１７０の場所に対応する表面場所に
おいて、炭素または他の伝導性材料が注入されてもよい。例えば、可撓性ストリップアセ
ンブリ１０５は、第１の注入されたモニタ電極６６０ａと、第２の注入されたモニタ電極
６６０ｂとを含んでもよい。可撓性ストリップアセンブリはさらに、１つ以上の注入され
た雑音電極６７０を含んでもよい。
【００６８】
　炭素が注入された電極は、いくつかの実施形態によると、二重注射プロセスを使用して
形成されてもよい。例えば、未硬化の炭素が注入されたシリコーンの第１の注射が、注入
された電極６６０ａ、６６０ｂ、６７０を正しい場所に形成するために使用されてもよい
。伝導性炭素粉末が、シリコーンを伝導性にするためにシリコンの中に予混合されてもよ
い。第２のシリコーン注射が、次いで、可撓性ストリップアセンブリの残りのケーシング
６０５を形成するために使用されてもよい。第２のシリコーン注射は、絶縁シリコーンを
備えてもよい。第１の注射は、第２の注射に先立って、未硬化、部分的に硬化、または完
全に硬化されてもよい。
【００６９】
　内部導体６７２（例えば、可撓性ＰＣＢ上の導体または可撓性伝導性フィルムから作製
される導体）が、対応する注入された電極に電気的に接続してもよい。（全ての導体が図
６に示されていない。）例えば、炭素が注入されたシリコーンは、導体の暴露される端部
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の周囲に注射されてもよい。導体は、次いで、ＰＣＢアセンブリ４０５上の信号入力また
はＥＳＤ遮蔽体４５５に電気接続を提供してもよい。注入された電極は、導体と交換可能
電極ストリップ上の別の伝導性要素との間に電気伝導性を提供してもよい。
【００７０】
　交換可能電極ストリップ１５０のさらなる詳細を示す、実施形態は、図７Ａに図示され
る。構成要素は、図７Ａでは分解立面図で示され、図７Ｂでは、組み立てられた立面図で
描写される。いくつかの実装では、交換可能電極ストリップは、交換可能電極ストリップ
の上部接着性表面をシールする、第１の剥離ライナ７１０と、交換可能電極ストリップの
皮膚接着表面１５２を被覆する、第２の剥離ライナ７１２とを備えてもよい。いくつかの
実装では、第１および第２の剥離ライナは、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａ
ｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番１３６１の剥離ライナであってもよいが
、他のライナが、他の実施形態では、使用されてもよい。第１の剥離ライナは、交換可能
電極ストリップ１５０を可撓性ストリップアセンブリ１０５の底部（皮膚側）表面に接着
することに先立って、除去されてもよい。第２の剥離ライナは、可撓性ストリップアセン
ブリおよび交換可能電極ストリップを対象の皮膚に接着することに先立って、除去されて
もよい。
【００７１】
　交換可能電極ストリップ１５０はさらに、交換可能電極ストリップと可撓性ストリップ
アセンブリ１０５（例えば、シリコーンケーシング６０５）の接着を提供する、パッチ接
着層７２０を含んでもよい。パッチ接着層は、ある場合には、接着性表面７２２、７２６
を対向側に備えてもよい。いくつかの実装では、接着性表面は、同一材料から形成されて
もよい。他の実施形態では、接着性表面は、異なる材料から形成されてもよい。同一材料
から形成される両面接着剤の実施例は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ
，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番９６０４２または９４７４ＬＥの接着剤を含
んでもよい。対向側に異なる接着性質（例えば、差動接着性）を有する、例示的両面接着
剤は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用
可能な型番９４２５の接着剤を含む。パッチ接着層は、シリコーンを第１の接着剤側７２
２および交換可能電極ストリップの下層を第２の接着剤側７２６に接着するように構成さ
れてもよい。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、パッチ接着層７２０は、第１の剥離ライナ７１０が除去され
ると、伝導性接着性ディスク７３０を暴露する、ビア７２５を含んでもよい。ビア７２５
は、いくつかの実施形態によると、直径約５ｍｍ～約２０ｍｍを有してもよい。伝導性接
着性ディスク７３０は、ビア７２５の直径より約２ｍｍ～約６ｍｍ大きい直径を有しても
よい。
【００７３】
　いくつかの実装では、伝導性接着性ディスク７３０は、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番９７１３の伝導性接着剤か
ら形成されてもよいが、他の伝導性接着剤が、ある場合には、使用されてもよい。伝導性
接着性ディスク７３０は、片側の注入されたシリコーン電極６６０ａ、６６０ｂ、６７０
および対向側の伝導性ディスク７４０に接着し、注入された電極と伝導性ディスクとの間
に電気接続を提供してもよい。伝導性接着性ディスク７３０はまた、パッチ接着層７２０
に接着し、伝導性ディスク７４０を所望の場所内に保定してもよい（例えば、電極１６０
ａ、１６０ｂ、１７０に整合される）。可撓性伝導性ディスク７４０は、Ｃｏｖｅｒｉｓ
　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ（Ｍａｔｔｈｅｗｓ，Ｎｏｒｔｈ　Ｃａｒｏｌｉ
ｎａ）から利用可能な型番６３５５の炭素ビニルフィルム等の伝導性ポリマーから形成さ
れてもよいが、他の伝導性フィルムが、ある場合には、使用されてもよい。伝導性ディス
ク７４０の直径は、いくつかの実施形態によると、伝導性接着性ディスク７３０の直径よ
り約１ｍｍ～約６ｍｍ小さくてもよい。いくつかの実施形態では、伝導性ディスク７４０
の直径は、伝導性接着性ディスク７３０の直径と等しいまたはそれより大きくてもよい。
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【００７４】
　交換可能電極ストリップ１５０はさらに、皮膚接着層７５０を含んでもよい。皮膚接着
層７５０は、電気的に絶縁であり、伝導性ディスク７４０を下層電極１６０ａ、１６０ｂ
、１７０に暴露する、ビア７４５を含んでもよい。ビア７４５の直径は、伝導性ディスク
７４０の直径未満またはそれを上回ってもよい。皮膚接着層７５０の実施例は、３Ｍ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番１６
２６ＷのＴｅｇａｄｅｒｍ接着剤であるが、他の生体適合性接着性層が、使用されてもよ
い。いくつかの実装では、Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｒ＆Ｄ（Ｅａｕ　Ｃｌａｉｒｅ，Ｗｉｓｃ
ｏｎｓｉｎ）から利用可能な型番Ｈ０１１の親水コロイド接着剤が、皮膚接着層７５０の
ために使用されてもよい。
【００７５】
　皮膚接着層７５０のビア７４５は、いくつかの実施形態によると、モニタ電極１６０ａ
、１６０ｂおよび雑音電極１７０を収容してもよい。これらの電極は、ヒドロゲル、例え
ば、Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｒ＆Ｄ（Ｅａｕ　Ｃｌａｉｒｅ，Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ）から利用
可能なＸ８６３　Ｈｙｄｒｏｇｅｌから形成されてもよいが、任意の他の好適なヒドロゲ
ルが、使用されてもよい。電極の直径は、ある場合には、約５ｍｍ～約２０ｍｍであって
もよい。いくつかの実施形態では、電極の直径は、約８ｍｍ～約１６ｍｍであってもよい
。
【００７６】
　いくつかの実装では、電極１６０ａ、１６０ｂ、１７０のうちの１つ以上は、接着性リ
ング７６５によって側方に囲繞されてもよい。接着性リングは、いくつかの実施形態によ
ると、絶縁であってもよい。接着性リングは、３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｔ．Ｐ
ａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から利用可能な型番１７７４Ｗの接着剤から形成されても
よいが、他の接着剤が、接着性リング７６５を形成するために使用されてもよい。
【００７７】
　図７Ｂは、ともに圧接されると、異なる層および構成要素をアセンブリの中に接合する
、交換可能電極アセンブリ１５０の構成要素を示す。いくつかの実施形態では、ヒドロゲ
ルは、層および他の構成要素をともに圧接した後、第２の剥離ライナ７１２を適用するこ
とに先立って、注射されてもよい。いくつかの実施形態によると、交換可能電極アセンブ
リ１５０の可撓性層および構成要素（ヒドロゲル電極を除く）は、アセンブリを製造する
とき、好適な形状に切断および／または型打されてもよい。再び図４を参照すると、使い
捨て健康モニタパッチ４００の可撓性層および構成要素（ヒドロゲル電極、ＰＣＢアセン
ブリ、およびバッテリを除く）は、アセンブリを製造するとき、好適な形状に切断および
／または型打されてもよい。本発明者らは、交換可能電極アセンブリ１５０および使い捨
て健康モニタパッチ４００の複数の層および構成要素が、リール・ツー・リールまたは「
転換」製造プロセスを使用して形成され、組み立てられてもよいと認識および理解する。
これは、健康モニタパッチまたは交換可能電極ストリップを生産するための製造コストを
大幅に低減させることができる。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、使い捨て健康モニタパッチまたは交換可能電極ストリップの
２つ以上の「レベル」が、転換プロセスを使用して組み立てられ、第１の合成物を形成し
てもよい。別個に、２つ以上の付加的レベルが、転換プロセスを使用して組み立てられ、
第２の合成物を形成してもよい。次いで、２つの合成物は、転換プロセスを使用して組み
立てられてもよい。
【００７９】
　例えば、図７Ａを参照すると、第１の合成物は、転換プロセスにおいて、剥離ライナ７
１０を第１のロールから解反し（レベル１）、ビア７２５をパッチ接着層７２０を備える
第２のロールからのシート内に型打し（レベル２）、伝導性接着性ディスク７３０を伝導
性接着剤を備える第３のロールから穿孔する（レベル３）ことによって、組み立てられて
もよい。層の穿孔は、ディスク７３０（または他の構成要素）が、材料のシート内に弱く



(22) JP 2019-503761 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

保定され、続いて、別の層に接合するとき、シートから分裂または断裂されることを可能
にし得る。
【００８０】
　３つのレベルは、次いで、ともに圧接され、第１の合成物を形成してもよく、伝導性接
着性ロールからの過剰材料は、除去されてもよい。類似処理が、伝導性ディスク７４０（
レベル４）、皮膚接着層７５０（レベル５）、および接着性リング７６５（レベル６）を
組み立て、第２の合成物を形成するために使用されてもよい。第１および第２の合成物は
、次いで、転換プロセスにおいて、ともに整合および圧接されてもよい。続いて、ヒドロ
ゲル電極１６０ａ、１６０ｂ、１７０が、注射され、第２の剥離ライナ７１２に適用され
てもよい。最後に、交換可能電極アセンブリ１５０は、組み立てられた合成物から型打さ
れ、パッケージ化されてもよい。他の好適な製造プロセスが、他の実施形態では、使用さ
れてもよい。
【００８１】
　動作時、健康モニタパッチ（繰り返し使用または使い捨て）は、いくつかの実装による
と、持続的または断続的に、対象の完全ＰＱＲＳＴ波形プロファイルまたはＰＱＲＳＴ波
形プロファイルの一部を検出してもよい。ＰＱＲＳＴ波形プロファイルの例証は、図８に
描写される。検出された波形は、処理され（例えば、プロセッサ３１０、デジタル信号処
理回路網、または任意の好適な信号処理回路網によって）、１つ以上の生理学的パラメー
タを判定してもよい。心電波形から健康モニタパッチによって判定され得る、生理学的パ
ラメータは、例えば、心拍数、心拍間隔（ＩＢＩ）、心拍数変動性（ＨＲＶ）、不整脈、
および呼吸数を含んでもよい。
【００８２】
　いくつかの実施形態によると、電子フィルタ処理が、心電波形を事前処理するために使
用されてもよい。例えば、フィルタ処理は、例えば、特定のパラメータ（例えば、心拍数
、ＨＲＶ、不整脈等）がプロセッサ３１０によってより正確に判定され得るように、雑音
を低減させる、ある周波数成分を通過もしくは遮断させる、またはＰＱＲＳＴ波形の側面
を強調させるために使用されてもよい。例示的実施形態の健康モニタパッチによって記録
される心電波形９１０は、図９にプロットされる。信号は、心拍数がより正確に判定され
得るように、オンボード回路網によって事前に処理され、Ｒ波の側面を強調している。い
くつかの実施形態によると、異なる信号処理スキームが、記録または分析される波形が図
８および図９に示されるものと異なり得るように、心電波形の選択された側面を強調する
ように採用されてもよい。
【００８３】
　いくつかの実装によると、健康モニタパッチのための節電は、少なくとも部分的に、心
臓センサから受信された心臓データおよび／または加速度計から受信された運動データに
基づいてもよい。心臓データに基づく節電方法は、運動データに基づく節電方法と並行し
て、またはそれと組み合わせて稼働してもよい。ある場合には、節電動作モードは、部分
的に、対象の健康条件に基づいて判定されてもよい。例えば、回復中の患者または健康障
害を呈する個人は、心電波形および／または活動／運動データのより連続的ならびに／も
しくは完全なモニタリングを必要とし得る一方、健康な個人には、心電波形および活動デ
ータのモニタリングは、あまり必要とされなくてもよい。節電モードオプションの選択ま
たは設定が、健康モニタパッチとの無線通信を介して、または健康モニタパッチによって
認識可能なタッピングシーケンスもしくはジェスチャを介して、行われてもよい。
【００８４】
　バッテリ寿命を延長させるために、健康モニタパッチは、対象の状態に応じて異なる電
力量を消費する、１つ以上の動作モードを通して循環してもよい。節電の１つだけの例証
的実施形態として、運動データが、システムプロセッサによって分析され、対象が非活動
状態（例えば、座位、横臥位、車両に乗車中等）にあることを判定してもよい。健康モニ
タパッチは、次いで、少なくとも加速度計への電力が低減され得ることを判定してもよい
。いくつかの実施形態では、加速度計と関連付けられた回路網および処理アルゴリズムは
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、スリープまたは電力減少モードに入ってもよい。いくつかの実施形態では、同一健康モ
ニタパッチの心臓センサもまた、完全心電波形が記録されない、スリープモードに入って
もよい。代わりに、心電波形の一部（例えば、Ｒ－波部分のみ）が記録および／または処
理されてもよい、もしくは心電波形のいずれも記録および／または処理されなくてもよい
。いくつかの実装では、心電波形の一部が、断続的に記録および処理されてもよい（例え
ば、記録間の１つ以上の心拍をスキップする）。他の実施形態では、心臓センサは、対象
の非活動状態が検出される間、完全心電波形を感知し続けてもよい（例えば、患者の心臓
パラメータをモニタリングするため）。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、完全電力連続検出モードは、健康モニタパッチが、加速度計
からのデータに基づいて、対象が活動中であることを判定すると、自動的にアクティブ化
されてもよい。いくつかの実装では、健康モニタパッチの電力管理回路が、対象が活動中
であるとき、心臓センサを節電状態にしてもよい。例えば、健康モニタパッチは、活動の
間、対象の心拍数が安定していることを判定してもよく、次いで、心臓サイクルの一部が
持続的または断続的にモニタリングされる、節電状態に心臓センサをしてもよい。
【００８６】
　節電モードの付加的実施例として、限定ではないが、心拍検出モード、ＱＲＳ検出モー
ド、および全波モードが挙げられる。心拍検出モードでは、心臓モニタは、対象の各心拍
間のある時間周期にわたってスリープであり、心電波形に心拍間隔（ＩＢＩ）を示すため
に十分な点またはタイミングを判定するためにのみ一時的にアウェイクしてもよい。例え
ば、心臓センサは、Ｒ波に対応する心電波形の一部を検出するために一時的にアウェイク
してもよい。いくつかの実装では、心臓信号は、Ｒ波の傾きにおける閾値交差または変化
（例えば、ピークの場所）を検出するように構成される、コンパレータまたはプロセッサ
にフィードされてもよい。コンパレータは、心電波形の一部を捕捉および分析するために
必要とされる回路網より動作のための電力を要求しなくてもよい。
【００８７】
　ＱＲＳ検出モードでは、心臓センサは、対象の各心拍間のある時間周期にわたってスリ
ープし、後続分析のためのＱＲＳ波形を捕捉するために、一時的に「アウェイク」しても
よい。ＱＲＳ波形は、いくつかの実装によると、例えば、プロセッサによって、不整脈、
心拍数変動性、および／または呼吸数のために分析されてもよい。いくつかの実施形態で
は、呼吸数が、複数の心臓サイクルにわたって、Ｒ－波のエンベロープから判定されても
よい。
【００８８】
　全波動作モードでは、心臓モニタは、持続的に動作し、複数の心拍にわたる全心電波形
を捕捉してもよい。全波動作モードは、周期的に実行され、例えば、ＰまたはＲ波のタイ
ミングを確認し、心拍間の心臓モニタのためのスリープの間隔を判定してもよい。いくつ
かの実装では、全波動作モードは、対象が活動中になると、実行されてもよい、もしくは
対象の活動が中程度および／または活発であると見出されると、実行されてもよい。いく
つかの実装では、ユーザは、健康モニタパッチとの無線通信によって、または運動センサ
によって検出され、健康モニタパッチのプロセッサによって処理され、全波連続データを
記録するためのコマンドとして認識され得る、タッピングシーケンスによって、ユーザの
活動に関係なく、心電波形および／または他の生理学的パラメータの連続モニタリングを
コマンドしてもよい。
【００８９】
　節電モードおよび心臓信号の処理の付加的実施形態は、米国特許出願公開第２０１５－
０１１９７２８号（上記に参照することによって組み込まれる）に説明される。
【００９０】
　限定されないが、特許、特許出願、記事、書籍、論文、およびウェブページを含む、本
願で引用される全文献および類似資料は、そのような文献および類似材料の形式にかかわ
らず、その全体として、参照することによって明示的に組み込まれる。定義される用語、
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用語の使用、説明される技法、または同等物を含むが、それらに限定されない、組み込ま
れた文献および類似資料のうちの１つ以上が、本願と異なるまたは矛盾する場合、本願が
優先する。
【００９１】
　本明細書で使用される見出しは、編成目的のためだけのものであって、説明される主題
をいかようにも限定するものとして解釈されるものではない。
【００９２】
　本発明の種々の実施形態が、本明細書で説明および例証されているが、当業者であれば
、機能を果たし、および／または本明細書で説明される結果ならびに／もしくは利点のう
ちの１つ以上を得るための種々の他の手段および／または構造を容易に構想し、そのよう
な変化例および／または修正のそれぞれは、本明細書に説明される本発明の実施形態の範
囲内と見なされる。より一般的には、当業者であれば、本明細書で説明される全てのパラ
メータ、寸法、材料、および構成は、例示的となるように意図されており、実際のパラメ
ータ、寸法、材料、および／または構成は、本発明の教示が使用される、１つまたは複数
の具体的用途に依存することを容易に理解するであろう。当業者であれば、ルーチンにす
ぎない実験を使用して、本明細書に説明される本発明の具体的実施形態に関する多くの均
等物を認識または確認可能であるであろう。したがって、前述の実施形態は、一例のみと
して提示され、添付の請求項およびそれらの同等物の範囲内で、具体的に説明および請求
される通り以外で本発明の実施形態が実践されてもよいことを理解されたい。本開示の本
発明の実施形態は、本明細書で説明される各個別特徴、システム、物品、物質、および／
または方法を対象とする。加えて、そのような特徴、システム、物品、物質、および／ま
たは方法が相互に矛盾していなければ、２つ以上のそのような特徴、システム、物品、物
質、および／または方法の任意の組み合わせが、本発明の開示の範囲に含まれる。
【００９３】
　本発明の前述の実施形態は、多数の方法のいずれかで実装されることができる。例えば
、いくつかの実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせを使
用して実装されてもよい。実施形態の任意の側面が、少なくとも部分的に、ソフトウェア
内に実装されるとき、ソフトウェアコードが、単一コンピュータ内に提供される、または
複数のコンピュータ間に分散されるかどうかにかかわらず、任意の好適なプロセッサまた
はプロセッサの集合上で実行されることができる。
【００９４】
　本観点において、本発明の種々の側面、例えば、モニタおよび雑音電極からの処理信号
は、少なくとも部分的に、１つ以上のコンピュータまたは他のプロセッサ上で実行される
と、前述の技術の種々の実施形態を実装する方法を行う、１つ以上のプログラムでエンコ
ードされたコンピュータ可読記憶媒体（または複数のコンピュータ可読記憶媒体）（例え
ば、コンピュータメモリ、１つ以上のフロッピー（登録商標）ディスク、コンパクトディ
スク、光学ディスク、磁気テープ、フラッシュメモリ、フィールドプログラマブルゲート
アレイまたは他の半導体デバイス内の回路構成、もしくは他の有形コンピュータ記憶媒体
もしくは非一過性媒体）として具現化されてもよい。コンピュータ可読媒体または媒体は
、その上に記憶されるプログラムもしくは複数のプログラムが、１つ以上の異なるコンピ
ュータもしくは他のプロセッサ上にロードされ、前述のように、本技術の種々の側面を実
装し得るように、可搬性であることができる。
【００９５】
　前述の健康モニタパッチの種々の側面は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、またはそれらの組み合わせ内に実装されてもよい。例えば、処理データ、取扱データ
、および／または通信を伴う、健康モニタパッチの動作側面のいずれも、プロセッサによ
って実行可能であり、少なくとも１つの有形コンピュータ可読記憶デバイス上に具現化さ
れる、記憶された機械可読命令として実装されてもよい。命令は、健康モニタパッチのデ
ジタルプロセッサ上で実行または動作されてもよい。いくつかの実装では、命令は、健康
モニタパッチの動作と組み合わせて動作する、中心ハブまたはサーバ上で動作されてもよ



(25) JP 2019-503761 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

い。
【００９６】
　用語「プログラム」または「ソフトウェア」は、前述のように、本技術の種々の側面を
実装するようにコンピュータまたは他のプロセッサをプログラムするために採用され得る
、任意のタイプのコンピュータコードまたは機械実行可能命令のセットを指すために、一
般的意味において本明細書では使用される。加えて、本実施形態の一側面によると、実行
されると、本技術の方法を行う、１つ以上のコンピュータプログラムは、単一プロセッサ
上に常駐する必要はなく、いくつかの異なるプロセッサ間においてモジュール方式で分散
され、本技術の種々の側面を実装してもよいことを理解されたい。
【００９７】
　コンピュータ実行可能命令は、１つ以上のコンピュータもしくは他のデバイスによって
実行される、プログラムモジュール等の多くの形態であってもよい。概して、プログラム
モジュールは、特定のタスクを行う、または特定の要約データタイプを実装する、ルーチ
ン、プログラム、オブジェクト、構成要素、データ構造等を含む。典型的には、プログラ
ムモジュールの機能性は、種々の実施形態では、所望に応じて、組み合わせられる、また
は分散されてもよい。
【００９８】
　また、本明細書に説明される技術は、方法として具現化されてもよく、そのうちの少な
くとも一実施例が提供される。方法の一部として行われる作用は、任意の好適な方法で順
序付けられてもよい。故に、実施形態は、作用が図示されるものと異なる順序で行われる
ように構築されてもよく、例証的実施形態では、連続作用として示されるが、いくつかの
作用を同時に行うことを含み得る。
【００９９】
　本明細書で定義および使用されるような全ての定義は、辞書の定義、参照することによ
り組み込まれる文書内の定義、および／または定義された用語の通常の意味に対して優勢
であると理解されるべきである。
【０１００】
　明細書および請求項で使用されるような「１つの」という不定冠詞は、明確にそれとは
反対に示されない限り、「少なくとも１つの」を意味するために使用され得る。
【０１０１】
　明細書および請求項で使用されるような「および／または」という語句は、そのように
結合された要素の「いずれか一方または両方」、すなわち、場合によっては接合的に存在
し、他の場合においては離接的に存在する要素を意味すると理解されるべきである。「お
よび／または」で記載される複数の要素は、同じように、すなわち、そのように結合され
た要素のうちの「１つ以上」と解釈されるべきである。「および／または」節によって具
体的に識別される要素以外に、具体的に識別される要素に関係しようと、無関係であろう
と、他の要素が随意的に存在してもよい。したがって、非限定的実施例として、「Ａおよ
び／またはＢ」の言及は、「～を備える」等の制約のない用語と併せて使用されると、一
実施形態ではＡのみ（随意でＢ以外の要素を含む）、別の実施形態ではＢのみ（随意でＡ
以外の要素を含む）、さらに別の実施形態ではＡおよびＢの両方（随意で他の要素を含む
）等を指すことができる。
【０１０２】
　明細書および請求項で使用されるように、「または」は、上記で定義されるような「お
よび／または」と同じ意味を有すると理解されるべきである。例えば、リストの中のアイ
テムを分離するとき、「または」もしくは「および／または」は、包括的として、すなわ
ち、少なくとも１つを含むが、いくつかの要素または要素のリストのうちの１つより多く
、および随意で付加的な記載されていないアイテムも含むと解釈されるものとする。「～
のうちの１つのみ」または「～のうちの正確に１つ」等の明確にそれとは反対に示される
他の用語もしくは請求項で使用されるときの「～から成る」は、いくつかの要素または要
素のリストのうちの正確に１つの要素の包含を指すであろう。概して、本明細書で使用さ
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れるような「または」という用語は、「いずれか一方」、「～のうちの１つ」、「～のう
ちの１つのみ」、または「～のうちの正確に１つ」等の排他性の用語が続くときのみ、排
他的な代替用語（すなわち、「一方または他方であるが両方ではない」）を示すと解釈さ
れるものとする。「本質的に～から成る」は、請求項で使用されるとき、特許法の分野で
使用されるようなその通常の意味を有するものとする。
【０１０３】
　明細書および請求項で使用されるように、「少なくとも１つ」という語句は、１つ以上
の要素のリストを参照して、要素のリストの中の要素のうちのいずれか１つ以上から選択
される少なくとも１つの要素を意味するが、要素のリスト内に具体的に記載されたあらゆ
る要素のうちの少なくとも１つを必ずしも含まず、要素のリストの中の要素の任意の組み
合わせを排除しないと理解されるべきである。この定義はまた、具体的に識別される要素
に関係しようと、無関係であろうと、「少なくとも１つ」という語句が指す、要素のリス
ト内で具体的に識別される要素以外に、要素が随意で存在してもよいことを許容する。し
たがって、非限定的実施例として、「ＡおよびＢのうちの少なくとも１つ」（または同等
に「ＡまたはＢのうちの少なくとも１つ」、もしくは同等に「Ａおよび／またはＢのうち
の少なくとも１つ」）は、一実施形態では、いずれのＢも存在しない、随意で１つより多
くを含む、少なくとも１つのＡ（および随意でＢ以外の要素を含む）、別の実施形態では
、いずれのＡも存在しない、随意で１つより多くを含む、少なくとも１つのＢ（および随
意でＡ以外の要素を含む）、さらに別の実施形態では、随意で１つより多くを含む、少な
くとも１つのＡ、および随意で１つより多くを含む、少なくとも１つのＢ（および随意で
他の要素を含む）等を指すことができる。
【０１０４】
　請求項は、その旨が記載されない限り、説明される順序または要素に限定されるものと
して読み取られるべきではない。形態および詳細における種々の変更は、添付の請求項の
精神および範囲から逸脱することなく、当業者によって行われ得ることを理解されたい。
以下の請求項およびその均等物の精神および範囲内にある、全ての実施形態が、請求され
る。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月3日(2018.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の皮膚に接着されるように構成されたデバイスであって、前記デバイスは、
　２つの信号を前記対象の皮膚上の２つの場所から受信するように構成された２つのモニ
タ電極と、
　前記２つのモニタ電極からの信号を処理するように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに電力を供給するように接続されたバッテリと、
　前記２つの場所と別個の場所において前記対象の皮膚からの電気経路を提供するように
構成された雑音電極と、
　前記雑音電極と前記バッテリの端子とに接続された伝導性遮蔽体であって、前記伝導性
遮蔽体は、前記２つのモニタ電極と前記プロセッサとの間に接続された２つの導体の少な
くとも一部にわたって延在する、伝導性遮蔽体と
　を備える、デバイス。
【請求項２】
　前記雑音電極は、前記２つの場所間の場所において前記対象の皮膚からの前記電気経路
を提供するように構成されている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記伝導性遮蔽体および２つの導体は、前記雑音電極によって検出された雑音が前記伝
導性遮蔽体から前記２つの導体に結合するように配列されている、請求項１または２に記
載のデバイス。
【請求項４】
　前記伝導性遮蔽体は、前記２つの導体の一部から約２ミリメートル未満にある、請求項
１～３のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記伝導性遮蔽体は、前記バッテリの端子および前記雑音電極にわたって延在する、請
求項１～４のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記プロセッサは、印刷回路基板（ＰＣＢ）アセンブリ上に配置され、前記伝導性遮蔽
体は、前記ＰＣＢアセンブリにわたって延在する静電放電（ＥＳＤ）遮蔽体を備える、請
求項１～５のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記デバイスは、可撓性ストリップとして形成され、前記伝導性遮蔽体は、伝導性ポリ
マーフィルムを備える、請求項１～６のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記プロセッサを囲繞するシリコーンケーシングをさらに備え、前記２つのモニタ電極
および雑音電極は、前記シリコーンケーシングの表面に、伝導性材料が注入された伝導性
シリコーン領域を備える、請求項１～７のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項９】
　装着可能デバイスを用いて心臓信号を検出するための方法であって、前記方法は、
　前記デバイスの２つの個別のモニタ電極において２つの電気信号を受信することであっ
て、前記２つのモニタ電極は、対象の皮膚に接触し、ある距離だけ分離されている、こと
と、
　前記２つのモニタ電極から２つの個別の伝導性経路にわたって前記デバイス内に搭載さ
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れた電子回路網の２つの個別の信号入力に前記２つの電気信号を伝導させることと、
　前記２つのモニタ電極と別個の場所において前記対象の皮膚に接触する雑音電極から電
気信号を受信することと、
　前記雑音電極から、前記２つの伝導性経路の少なくとも一部にわたって延在する伝導性
遮蔽体に前記電気信号を伝導させることと、
　前記伝導性遮蔽体および前記雑音電極が接続されている端子を有するバッテリを用いて
前記電子回路網に電力を供給することと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記雑音電極は、前記２つのモニタ電極間の場所において前記対象の皮膚に接触する、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　信号を前記伝導性遮蔽体から前記２つの伝導性経路のそれぞれに結合することをさらに
含む、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記伝導性遮蔽体は、前記２つの伝導性経路の一部から約２ミリメートル未満にある、
請求項９～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記伝導性遮蔽体は、前記バッテリの端子および前記雑音電極にわたって延在する、請
求項９～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電子回路網は、印刷回路基板（ＰＣＢ）アセンブリ上に配置されたプロセッサを備
え、前記伝導性遮蔽体は、前記ＰＣＢアセンブリにわたって延在する静電放電（ＥＳＤ）
遮蔽体を備える、請求項９～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記デバイスは、可撓性ストリップとして形成され、前記伝導性遮蔽体は、伝導性ポリ
マーフィルムを備える、請求項９～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　対象のための着用可能デバイスであって、前記着用可能デバイスは、
　接着性である第１の表面を有する第１の絶縁層と、
　第２の表面を有する第２の絶縁層であって、前記第２の表面の第１の部分は、前記第１
の表面の第１の部分に接着されている、第２の絶縁層と、
　第１の回路構成要素であって、（ａ）前記第２の表面は、接着性であり、前記第１の回
路構成要素は、前記第１の絶縁層と前記第２の絶縁層との間に配置され、または（ｂ）前
記第１の回路構成要素は、前記第１の表面の第２の部分に接着されている、第１の回路要
素と、
　第２の回路構成要素と、
　前記第１の絶縁層と前記第２の絶縁層との間に配置された可撓性圧力感知伝導性接着性
フィルムと
　を備え、
　前記伝導性接着性フィルムは、前記伝導性接着性フィルムを介して前記第１の回路構成
要素と前記第２の回路構成要素との間で信号を搬送するための伝導性経路を確立するよう
に、前記第１の回路構成要素と前記第２の回路構成要素との間に電気的に接続されている
、着用可能デバイス。
【請求項１７】
　前記第２の表面は、接着性であり、前記第１の回路構成要素は、前記第１の絶縁層と前
記第２の絶縁層との間に配置されている、請求項１６に記載の着用可能デバイス。
【請求項１８】
　前記第１の回路構成要素は、前記第１の表面の第２の部分に接着されている、請求項１
６または１７に記載の着用可能デバイス。
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【請求項１９】
　前記第２の回路構成要素は、少なくとも部分的に、前記第１の絶縁層と前記第２の絶縁
層との間に配置されている、請求項１６～１８のいずれか１項に記載の着用可能デバイス
。
【請求項２０】
　前記第２の回路構成要素は、少なくとも部分的に、前記第２の絶縁層内に配置されてい
る、請求項１６～１９のいずれか１項に記載の着用可能デバイス。
【請求項２１】
　前記第１の回路構成要素および前記第２の回路構成要素は、互いから側方に変位させら
れる、請求項１６～２０のいずれか１項に記載の着用可能デバイス。
【請求項２２】
　前記第１の回路構成要素は、前記信号を受信するように構成されているプロセッサを備
える、請求項１６～２１のいずれか１項に記載の着用可能デバイス。
【請求項２３】
　前記第２の回路構成要素は、前記対象の皮膚表面から信号を受信するように構成および
配列されたモニタ電極を備える、請求項１６～２２のいずれか１項に記載の着用可能デバ
イス。
【請求項２４】
　前記第２の回路構成要素は、前記信号を生成する端子を有するバッテリを備える、請求
項１６～２２のいずれか１項に記載の着用可能デバイス。
【請求項２５】
　前記伝導性接着性フィルムは、接着性である第３の表面を有し、前記第３の表面の第１
の部分は、前記第１の回路構成要素に接着され、前記第３の表面の第２の部分は、前記第
１の接着性表面の一部に接着されている、請求項１６～２４のいずれか１項に記載の着用
可能デバイス。
【請求項２６】
　対象のための着用可能デバイスの構成要素を形成するための方法であって、前記方法は
、
　第１のロールの材料を使用して、第１の回路構成要素を組み込む第１の構成要素層を形
成することと、
　第２のロールの材料を使用して、第２の回路構成要素を組み込む第２の構成要素層を形
成することと、
　可撓性伝導性接着性フィルムを前記第１の回路構成要素に接着することと、
　前記可撓性伝導性接着性フィルムを介して前記着用可能デバイスの前記第１の回路構成
要素と前記第２の回路構成要素との間で、前記対象のモニタリングされた特徴を表す信号
を搬送するための伝導性経路を確立するように、前記第１の構成要素層と前記第２の構成
要素層との間に配置された前記可撓性伝導性接着性フィルムを介して前記第１の回路構成
要素を前記第２の回路構成要素に電気的に接続することと
　を含む、方法。
【請求項２７】
　第３のロールの材料を使用して前記可撓性伝導性接着性フィルムを形成することをさら
に含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第１の回路構成要素は、前記対象の前記モニタリングされた特徴を評価するために
前記信号を処理するように構成されているプロセッサを備える、請求項２６に記載の方法
。
【請求項２９】
　前記第１の構成要素層と、前記第２の構成要素層と、前記可撓性伝導性接着性フィルム
を前記着用可能デバイス内に組み込むことをさらに含み、
　前記着用可能デバイスは、皮膚接着表面と、前記皮膚接着表面に剥離可能に接着された
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剥離ライナとを備え、前記第２の回路構成要素は、前記剥離ライナが前記皮膚接着表面か
ら除去されるときに前記皮膚接着表面において暴露されるように構成および配列されたモ
ニタ電極を備える、請求項２６～２８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　対象のための着用可能デバイスの構成要素を形成するための方法であって、前記方法は
、
　第１の回路構成要素を組み込む第１の構成要素層を提供することと、
　可撓性伝導性接着性フィルムを介して前記着用可能デバイスの前記第１の回路構成要素
と第２の回路構成要素との間で、前記対象のモニタリングされた特徴を表す信号を搬送す
るための伝導性経路を確立するように、前記可撓性伝導性接着性フィルムを前記第１の回
路構成要素に接着することと、
　前記第１の構成要素層および前記可撓性伝導性接着性フィルムを電極ストリップ内に組
み込むことであって、前記電極ストリップは、前記対象の前記モニタリングされた特徴を
評価するために前記信号を処理するように構成されたプロセッサを含む、前記着用可能デ
バイスの別の構成要素に剥離可能に取り付け可能である、ことと
　を含み、
　前記電極ストリップは、前記電極ストリップの対向する面上に第１および第２の接着表
面と、それぞれに、前記第１および第２の接着表面に剥離可能に取り付けられた第１およ
び第２の剥離ライナとを備え、
　前記第１の回路構成要素は、前記第１の剥離ライナが前記第１の接着表面から除去され
るときに前記第１の接着表面において暴露される電極を備える、方法。
【請求項３１】
　前記第１の構成要素層を提供することは、第１のロールの材料を使用して前記第１の構
成要素層を形成することを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　第２のロールの材料を使用して前記可撓性伝導性接着性フィルムを形成することをさら
に含む、請求項３０または３１に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本教示の前述および他の側面、実施形態、ならびに特徴は、付随の図面と併せて、以下
の説明からより完全に理解され得る。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　対象の皮膚に接着されるように構成された健康モニタパッチであって、前記健康モニタ
パッチは、
　２つの信号を前記対象の皮膚上の２つの場所から受信するように構成された２つのモニ
タ電極を備える、心臓センサと、
　前記２つの場所と別個の場所において前記対象の皮膚から信号を受信するように構成さ
れた雑音電極と、
　前記２つのモニタ電極からの信号を処理するように構成されたプロセッサと
　を備える、健康モニタパッチ。
（項目２）
　前記雑音電極は、前記２つの場所間の場所において前記信号を前記対象の皮膚から受信
するように構成されている、項目１に記載の健康モニタパッチ。
（項目３）
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　前記雑音電極に接続された伝導性遮蔽体をさらに備え、前記伝導性遮蔽体は、前記２つ
のモニタ電極と前記プロセッサとの間に接続される２つの導体の少なくとも一部にわたっ
て延在する、項目２に記載の健康モニタパッチ。
（項目４）
　前記伝導性遮蔽体および２つの導体は、前記雑音電極によって検出された雑音が前記伝
導性遮蔽体から前記２つの導体に結合するように配列されている、項目３に記載の健康モ
ニタパッチ。
（項目５）
　入力信号を前記２つのモニタ電極から受信し、心電波形を表す出力信号を提供するよう
に構成されている、差動増幅器をさらに備える、項目１から４のいずれか１項に記載の健
康モニタパッチ。
（項目６）
　前記プロセッサは、印刷回路基板（ＰＣＢ）アセンブリ上に配置され、前記伝導性遮蔽
体は、前記ＰＣＢアセンブリにわたって延在する静電放電（ＥＳＤ）遮蔽体を備える、項
目３または４に記載の健康モニタパッチ。
（項目７）
　前記健康モニタパッチは、可撓性ストリップとして形成され、前記ＥＳＤ遮蔽体は、伝
導性ポリマーフィルムを備える、項目６に記載の健康モニタパッチ。
（項目８）
　前記プロセッサを囲繞するシリコーンケーシングをさらに備え、前記２つのモニタ電極
および雑音電極は、前記シリコーンケーシングの表面に、伝導性材料が注入された伝導性
シリコーン領域を備える、項目１から４のいずれか１項に記載の健康モニタパッチ。
（項目９）
　交換可能電極ストリップをさらに備え、前記交換可能電極ストリップは、前記表面に接
着され、前記２つのモニタ電極と前記交換可能電極ストリップ上に位置する２つのヒドロ
ゲルモニタ電極との間および前記雑音電極とヒドロゲル雑音電極との間に電気接続を提供
するように構成されている、項目８に記載の健康モニタパッチ。
（項目１０）
　前記ヒドロゲル雑音電極は、前記２つのヒドロゲルモニタ電極間の前記交換可能電極ス
トリップ上に位置する、項目９に記載の健康モニタパッチ。
（項目１１）
　前記交換可能電極ストリップは、前記２つのモニタ電極のうちの１つに接着し、前記２
つのヒドロゲルモニタ電極のうちの１つに電気接続を提供するように構成されている、伝
導性接着性ディスクを備える、項目９に記載の健康モニタパッチ。
（項目１２）
　前記交換可能電極ストリップは、
　前記２つのヒドロゲルモニタ電極および前記ヒドロゲル雑音電極のための第１のビアを
有する、パッチ接着層と、
　前記２つのヒドロゲルモニタ電極および前記ヒドロゲル雑音電極のための第２のビアを
有する、皮膚接着層と、
　前記第１および第２のビアに位置する、ヒドロゲル電極アセンブリと
　を備える、項目９に記載の健康モニタパッチ。
（項目１３）
　前記ヒドロゲル電極アセンブリは、
　伝導性接着性テープから形成された伝導性接着性ディスクと、
　可撓性伝導性ポリマーフィルムから形成され、前記伝導性接着性ディスクに接続されて
いる、伝導性ディスクと、
　前記伝導性ディスクに接触するヒドロゲル電極と
　を備える、項目１２に記載の健康モニタパッチ。
（項目１４）
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　ともに接着され、前記健康モニタパッチを形成する、複数の可撓性および可撓性接着性
レベルをさらに備え、前記２つのモニタ電極および雑音電極は、ヒドロゲル電極を備える
、項目１から４のいずれか１項に記載の健康モニタパッチ。
（項目１５）
　前記レベルのうちの第１のものは、
　伝導性接着性テープから形成され、前記２つのモニタ電極のうちの第１のものおよび前
記プロセッサが配置されている印刷回路基板（ＰＣＢ）アセンブリにおける第１の信号入
力に電気的に接続するように配列されている、第１の接着性要素と、
　伝導性接着性テープから形成され、前記２つのモニタ電極のうちの第２のものおよび前
記ＰＣＢアセンブリにおける第２の信号入力に電気的に接続するように配列されている、
第２の接着性要素と
　を備える、項目１４に記載の健康モニタパッチ。
（項目１６）
　前記レベルのうちの第２のものは、前記第１の接着性要素および前記第２の接着性要素
にわたって延在する、ＥＳＤ遮蔽体を備える、項目１５に記載の健康モニタパッチ。
（項目１７）
　伝導性接着性テープから形成され、前記雑音電極および前記ＥＳＤ遮蔽体に電気的に接
続するように配列されている、第３の接着性要素をさらに備える、項目１６に記載の健康
モニタパッチ。
（項目１８）
　前記第１の接着性要素および前記第２の接着性要素は、第１の側の導体に接着し、かつ
第２の対向側の絶縁層に接着する、項目１５に記載の健康モニタパッチ。
（項目１９）
　加速度計および／またはジャイロスコープをさらに備え、前記プロセッサは、前記加速
度計および／またはジャイロスコープからの信号を処理し、前記対象の身体配向を判定す
るように構成されている、項目１から４のいずれか１項に記載の健康モニタパッチ。
（項目２０）
　装着可能健康モニタパッチを用いて心電波形を検出するための方法であって、前記方法
は、
　前記健康モニタパッチの２つのモニタ電極において２つの電気信号を受信することであ
って、前記２つのモニタ電極は、対象の皮膚に接触し、ある距離だけ分離されている、こ
とと、
　電気信号を前記２つのモニタ電極から２つの伝導性経路にわたって前記健康モニタパッ
チ内に搭載された電子回路の２つの信号入力に伝導させることと、
　前記２つのモニタ電極と別個の場所において前記対象の皮膚に接触する雑音電極から電
気信号を受信することと、
　前記電気信号を前記雑音電極から、前記２つの伝導性経路の少なくとも一部にわたって
延在する伝導性遮蔽体に伝導させることと
　を含む、方法。
（項目２１）
　前記雑音電極は、前記２つのモニタ電極間の場所において前記対象の皮膚に接触するよ
うに配列されている、項目２０に記載の方法。
（項目２２）
　前記２つの伝導性経路は、少なくとも部分的に、伝導性接着性テープから形成されてい
る、項目２０に記載の方法。
（項目２３）
　前記健康モニタパッチは、ともに接着されている、複数の可撓性および可撓性接着性レ
ベルを備え、前記２つのモニタ電極および前記雑音電極は、ヒドロゲル電極を備える、項
目２０から２２のいずれか１項に記載の方法。
（項目２４）
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　電気信号を前記２つのモニタ電極から伝導させることは、前記電気信号を部分的に伝導
性の注入されたシリコーンを通して伝導させることを含む、項目２０から２２のいずれか
１項に記載の方法。
（項目２５）
　信号を前記伝導性遮蔽体から前記２つの伝導性経路に結合することをさらに含む、項目
２０から２２のいずれか１項に記載の方法。
（項目２６）
　前記２つのモニタ電極からの前記２つの電気信号を差動増幅器の入力において受信する
ことをさらに含む、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって前記差動増幅器からの信号を処理し、心拍
数変動性を判定することをさらに含む、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって前記差動増幅器からの信号を処理し、呼吸
数を判定することをさらに含む、項目２６に記載の方法。
（項目２９）
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって、前記健康モニタパッチ内に搭載された加
速度計から受信された信号を処理し、前記対象の身体配向を判定することをさらに含む、
項目２６に記載の方法。
（項目３０）
　電子回路網内に含まれたプロセッサによって、前記健康モニタパッチ内に搭載された加
速度計から受信された信号を処理し、前記対象によって行われる活動のタイプを判定する
ことをさらに含む、項目２６に記載の方法。
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